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幕
末
期
薩
摩
藩
に
お
け
る
ア
ジ
ー
ル
の
痕
跡

去
の
恨
み
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
あ
や
ま
っ
て
隣
人
を
殺
し
た
者
を
そ
こ
に

ー

ー

ー

領

主

権

力

と

寺

院

権

威

ー

ア
ジ
ー
ル

(
A
s
y
l
u
m
,
A
z
y
l
)

と
は
犯
罪
者
・
債
務
者
・
逃
亡
奴
隷
な

ど
が
逃
げ
込
み
保
護
を
受
け
る
場
所
を
云
い
、
古
今
東
西
を
問
わ
ず
そ
の
存

・ヽ'

在
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
古
代
ヘ
ブ
ラ
イ
に
お
い
て
『
モ

ー
セ
は
ヨ
ル
ダ
ン
の
向
こ
う
側
、
東
の
方
に
三
つ
の
町
々
を
指
定
し
た
。
過

の
が
れ
さ
せ
、
そ
の
町
の
―
つ
に
の
が
れ
て
、
命
を
全
う
さ
せ
る
た
め
で
あ

ヽ
~2
 

っ
た
。
…
』
と
あ
る
な
ど
は
そ
の
最
も
良
い
例
で
あ
る
。
宗
教
的
な
も
の
と

秀

村

幕
末
期
薩
摩
藩
に
お
け
る
痕

跡

ア

ジ
ー

ノレ

の

資

料

，
 

選

第
一
号

（
一
五
四
九
）
の
法
度
に
は
、

『
寺
家
・
社
家
に
よ
ら
す
、
入
た
る
科
人
之
事
、
則
さ
ま
を
か
へ
迫
出
さ
れ

へ
し
、
誠
於
重
罪
者
、
在
所
を
き
ら
ハ
す
成
敗
あ
る
へ
し
〗

と
あ
り
、
同
廿
四
年
(
-
五
五
五
）
の
法
度
に
も
殆
ん
ど
同
文
の
も
の
が
見

ーヽ7
 

え
て
い
る
。
薩
摩
で
も
少
く
と
も
天
正
二
年
(
-
五
七
四
）
十
二
月
以
前
に

第
三
十
巻

ゆ
く
の
が
全
国
的
動
向
で
あ
っ
て
、

八
九

肥
後
の
相
良
氏
の
場
合
天
文
十
八
年

領
国
の
政
治
的
統
一
が
進
む
に
つ
れ
て
、
か
か
る
ア
ジ
ー
ル
は
否
定
さ
れ
て

神
聖
な
地
域
に
逃
げ
込
ん
だ
者
が
俗
界
か
ら
の
追
跡
を
免
れ
る
宗
教
的
意
味

ア
ジ
ー
ル
と
同
じ
内
容
の
も
の
は
我
が
国
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
る
が
、

）
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必
ず
し
も
適
当
な
国
語
は
見
出
さ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
対
馬
の
天
道

山
は
古
来
著
名
で
あ
り
、

ま
た
中
世
以
降
、
こ
と
に
室
町
時
代
末
期
・
戦

国
時
代
に
は
寺
院
ア
ジ
ー
ル
の
制
度
が
諸
国
に
普
及
し
て
い
た
こ
と
は
史
料

4
 

に
散
見
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
主
題
に
関
係
あ
る
も
の
と
し
て
南
九
州
の
事

例
を
探
る
と
、
薩
摩
に
お
い
て
文
明
三
年
(
-
四
七
一
）
七
月
廿
一
日
島
津

立
久
御
判
・
市
来
竜
雲
寺
制
札
に
は
そ
の
一
ケ
条
に
『
奴
婢
於
出
入
者
、
不

5
 

可
論
之
事
』
と
見
え
て
い
る
。
し
か
し
戦
国
大
名
領
主
権
力
が
強
大
化
し
、

に
由
来
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

世
俗
的
な
も
の
が
あ
る
が
、
も
と
も
と
は
祭
壇
・
神
殿
・
教
会
・
か
院
な
ど



と
頼
申
事
も
可
有
候
欺
•
•
•
…
諸
聖
家
中
逃
散
人
め
し
お
か
れ
ぬ
や
う
に
可
然

が
賭
所
逃
散
人
の
成
敗
を
命
ず
る
や
大
乗
院
（
談
儀
所
）
に
対
し
『
寺
領
な

と
賊
の
引
渡
を
求
め
た
。
そ
の
後
老
中
と
福
晶
寺
住
持
と
の
間
に
相
当
の
悶

寺
院
へ
の
走
入
を
禁
止
し
て
い
た
こ
と
は
次
に
挙
げ
る
事
例
に
よ
っ
て
も
窺

領
主
と
の
間
に
屡
々
悶
行
が
起
っ
て
い
た
こ
と
が
分
る
。
す
な
わ
ち
天
正
二

年
十
二
月
十
九
日
の
条
に
よ
れ
ば
、
先
頃
山
賊
両
人
が
肥
後
天
草
・
志
岐
鎮

経
の
使
者
の
同
道
者
を
薩
廂
国
吉
野
に
お
い
て
襲
っ
た
渾
件
が
あ
り
、
山
賊

『
兼
日
諸
方
之
寺
家
又
ハ
当
所
三
ケ
寺
へ
も
御
届
申
候
、
盗
・
野
心
人
、
此

等
寺
家
へ
召
置
間
敷
由
申
定
候
、

）
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趣
：

．．．． 
」一

早
々
彼
盗
両
人
寄
合
中
へ
可
預
渡
之

着
あ
り
、
福
昌
寺
住
持
が
他
国
せ
ん
と
す
る
事
態
に
至
り
義
久
自
ら
谷
山
に

）
 ，
 

到
り
福
昌
寺
住
持
を
宥
め
て
婦
寺
せ
し
め
る
こ
と
さ
え
あ
っ
た
。
同
日
記
の

天
正
三
年
十
一
月
廿
七
日
の
条
に
は
、
閃
豊
前
守
の
下
女
が
一
両
年
前
よ
り

林
香
庵
へ
走
入
っ
て
い
る
た
め
老
中
よ
り
林
香
庵
に
対
し
件
の
下
女
を
旧
主

に
引
渡
す
よ
う
求
め
た
が
、
林
香
庵
は
こ
れ
に
応
ぜ
ず
、
下
女
は
剃
髪
し
て
サ

）
 。

内
に
留
っ
て
お
り
悶
着
を
生
じ
て
い
る
。
ま
た
天
正
三
年
十
二
月
島
津
義
久

両
人
は
島
津
家
の
菩
提
所
福
昌
寺
に
走
入
っ
た
た
め
、
老
中
は

わ
れ
る
が
、
上
井
覚
軒
日
記
に
よ
る
と
寺
院
へ
の
走
入
者
を
め
ぐ
り
寺
院
と

幕
末
期
群
摩
藩
に
お
け
る
ア
ジ
ー
ル
の
痕
跡

寺
院
ア
ジ

ー
ル
は
制
限
・

否
定
さ
れ
て
い
っ
た
と
お
も
わ
れ
る
。

か
か
る
事
例
を
見
る
と
寺
院
ア
ジ
ー
ル
は
漸
次
制
限
・
否
定
さ
れ
つ
つ
あ

節
三
十
巻

由
』
と
伝
え
、
「
尤
之
由
御
返
事
』
が
あ
り
、
福
昌
寺
に
対
し
て
も
同
様
に
申

ー

入
れ
『
尤
之
儀
候
、
委
聞
置
被
成
候
由
也
」
と
あ
る
。
さ
ら
に
天
正
十
三
年

五
月
に
は
島
津
以
久
の
家
臣
渡
瀬
平
内
左
衛
門
尉
が
十
八
官
董
玉
峯
と
口
論

し
て
切
り
入
っ
た
が
、
馳
合
の
者
の
た
め
平
内
左
衛
門
尉
が
殺
害
さ
れ
た
事

件
が
あ
り
、
玉
峯
は
上
井
覚
軒
領
の
向
嶋
白
浜
へ
逃
れ
た
が
、
覚
軒
は
玉
峯

の
引
渡
を
求
め
ら
れ
る
や
彼
を
鹿
児
島
の
南
林
寺
に
走
入
ら
し
め
た
の
で
あ

2
 

っ
た
。

っ
た
と
は
云
え
、
な
お
強
固
で
あ
っ
た
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
後
慶

長
十
九
年
(
-
六
一
四
）
六
月
八
日
の
華
林
寺
文
書
に
は
島
津
兵
庫
入
道
維
新

よ
り
霧
島
座
主
御
坊
に
宛
て
『
自
先
年
之
御
法
度
雖
不
新
候
、
或
重
罪
之

‘,‘ 3
 
ー

者
、
或
走
者
等
、
被
拘
慨
儀
堅
可
有
停
止
事
」
と
あ
り
、
重
罪
の
者

・
走
者

を
抱
え
爵
く
こ
と
を
禁
止
し
た
こ
と
が
分
る
。
江
戸
時
代
を
通
じ
薩
摩
藩
に

お
い
て
ど
の
よ
う
に
取
扱
っ
た
か
不
明
で
あ
る
が
、
全
国
の
動
向
と
同
じ
く

註
田
平
泉
澄
著
、
中
世
に
お
け
る
社
寺
と
社
会
の
関
係
、
第
三
章
に
詳

、。

し
し

②
旧
約
聖
書
、
申
命
記
第
四
章
四
一
・
ニ
節
。
そ
の
ほ
か
出
エ
ジ
プ

ト
記
ニ
―
ノ
一
三
、
ヨ
シ
ュ
ア
記
二

0
ノ
七

i
九
、
民
数
記
三
五
ノ

第

一

号

九

0



幕
末
期
蕨
摩
藩
に
お
け
る
ア
ジ
ー
ル
の
痕
跡

九

l
-
―
八
な
ど
。

③
平
泉
氏
は
「
述
科
屈
」
（
落
穂
集
前
編
五
）
こ
そ
ア
ジ
ー
ル
の
意

義
に
適
う
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
包
含
す
る
所
狭
き
に
過
ぎ
、
ま

た
殆
ん
ど
忘
れ
果
て
ら
れ
た
言
葉
な
る
故
、
ア
ジ
ー
ル
な
ろ
語
を
借

り
て
研
究
す
る
と
さ
れ
る
（
前
犯
害
五
五
頁
）
。
石
井
良
助
氏
は
日

、
、
、

本
に
お
け
る
ア
ジ
ー
ル
と
い
う
用
語
で
諸
種
の
事
例
を
挙
げ
ら
れ
て

お
り
（
平
凡
社
、
世
界
歴
史
辞
典
、
ア
ジ
ー
ル
の
項
）
、
伊
東
多
―
―
•

郎
氏
も
「
我
が
史
料
の
上
で
は
『
ア
ジ
ー
ル
』
と
同
様
な
内
容
を
含

む
独
得
の
史
的
名
辞
は
出
て
こ
な
い
」
と
云
わ
れ
、
そ
の
特
権
に
つ

い
て
の
み
「
犯
罪
人
亡
命
者
庇
護
権
」
と
い
う
語
を
用
い
ら
れ
て
い

る
（
伊
東
編
、
国
民
生
治
史
研
究
4
、
四
三
一
ー
ニ
頁
）
。

④
平
泉
著
、
前
担
書
。
田
中
．
久
夫
、
戦
国
時
代
に
於
け
る
科
人
及
び

下
人
の
社
寺
へ
の
走
入
（
歴
史
地
理
第
七
六
巻
―
―
号
）
。
伊
東
多
一
1

-

郎
、
近
世
に
お
け
る
政
治
権
力
と
宗
教
的
権
威
（
伊
東
、
前
褐
粛
、

四
―
―
ニ
ー
四
四
三
頁
）

固
旧
記
雑
録
、
巻
廿
八
。
⑥
大

H
本
古
文
書
、
相
良
家
文
苔
之
一
、

二
七
一
頁
。
⑦
同
右
、
五
一
七
頁
。

⑧
大
日
本
古
記
録
、
上
井
覚
軒
日
記
・
上
、
七
一
ー
ニ
頁
。

⑨
同
右
、
七
ニ
ー
七
四
頁
。

皿
同
右
―
―
―
―
四
ー
七
頁
。
も
っ
と
も
か
か
る
揚
合
「
さ
ま
を
か
へ

る
」
こ
と
が
あ
っ
た
ら
し
く
（
前
掲
相
良
氏
法
度
参
照
）
、
以
前
に

島
津
家
久
の
生
母
少
納
言
の
召
仕
の
女
が
林
香
庵
に
走
入
っ
た
例
も

剃
髪
し
て
五
六
年
居
り
、
そ
の
後
、
彼
女
が
後
悔
し
林
香
庵
よ
り
詑

び
を
入
れ
て
再
び
奉
公
し
た
と
云
う
（
同
右
―
―
―
―
七
頁
）
。

仰

同

右

、

一

四

0
頁。

⑫
同
右
、
中
巻
、
ニ
―
五
ー
七
頁
。

第

一

号

九

村
田
之
脇
金
七
、
庄
司
浦
仲
右
衛
門
・
吉
之
丞
•
国
上
村
甚
九
郎
・
安
納

坂
井
村
足
軽
牧
瀬
覚
七
各
二
七
日
、
国
上
村
足
軽
榎
本
紋
次
七
日
、
現
和

足
軽
上
妻
新
十
郎
・
安
納
村
郷
士
日
高
友
次
郎
各
寺
入
二
七
日
、
榎
木
利

⑬
人
日
本
史
料
•
第
ト
―

f

編
ノ
十
七
、
二
八
六
頁
。
胆
記
雑
録
後
集

i
t
t
-
—
。

近

lltに
お
い
て
ア
ジ
ー
ル
は
い
か
に
変
容
し
て
い
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
近

―
つ
は
「
こ
の
風
習
は
変
化
し
て

）
 
ー

一
種
の
刑
間
と
な
り
、
も
し
く
は
謝
罪
の
一
形
式
と
な
っ
た
」
の
で
あ
っ

て
、
「
か
入
」
が
そ
れ
で
あ
り
、

も
う
―
つ
は
範
囲
は
著
し
く
闊
限
せ
ら
れ
‘,' 
2
 

た
が
、
と
も
か
く
ア
ジ
ー
ル
を
忍
め
ら
れ
た
も
の
と
し
て
所
謂
「
縁
切
守
」

縁
切
寺
は
主
題
に
直
接
か
か
わ
り
な
い
が
、
寺
入
は
薩
摩
藩
に
お
い
て
永

3
 

く
武
士
に
対
す
る
刑
罰
と
し
て
存
続
し
た
の
で
あ
り
、
筆
者
の
見
た
所
で
は

i

、
二
そ
の
例
を

『
八
日
、
野
間
村
郷
士
鎌
田
勘
十
郎
・
日
高
慰
次
郎
・
日
高
平
蔵
・
坂
井
村

平
次
二
七
日
、
現
和
村
足
軽
鮫
島
与
平
次
・
国
上
村
足
軽
笹
河
善
之
進
・

第
三
十
巻

挙
げ
れ
ば
、
文
化
八
年
(
-
八
―
-
）
四
月
八
日
の
条
に

種
子
島
家
譜
に
豊
富
に
そ
の
事
例
を
見
出
す
の
で
あ
る
。

が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

世
初
期
ア
ジ
ー
ル
が
禁
止
せ
ら
れ
る
や
、



幕
末
期
薩
摩
藩
に
お
け
る
ア
ジ
ー
ル
の
痕
跡

村
市
次
郎
科
炭
瓢
立
叫
囀
非
各
納
三
包
、
田
之
脇
太
左
衛
門
五
萄
、
坐
犯

）
 
4
 

法
窃
商
我
求
也
』

と
あ
り
、
甘
庶
を
密
売
買
し
た
た
め
郷
士
・
足
軽
は
寺
入
、
そ
の
他
は
科
炭

を
命
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
或
は
文
政
二
年
(
-
八
一
九
）
二
月
八
日
の

「
納
官
村
牧
川
郷
士
有
留
庄
右
衛
門
寺
入
干
本
善
寺
五
箇
月
、
称
去
歳
疱
癒

傷
人
、
将
追
放
之
、
村
吏
制
之
ネ
聴
、
事
覚
及
訟
獄
、
使
横
目
訊
鞠
敢
無

其
証
故
罪
之
也
、
連
及
郷
士
遠
藤
新
太
夫
寺
入
干
本
蓮
寺
三
箇
月
、
郷
士

松
下
孝
之
進
寺
入
干
本
隆
寺
三
箇
月
、
足
軽
徳
永
郷
八
寺
入
干
清
浄
寺
三

箇
月
、
松
下
勘
太
寺
入
干
妙
泰
寺
「
二
箇
月
、
百
姓
清
蔵
・
善
之
進
納
炭
各

）
 
5
 

二
十
俵
、
牧
川
郷
中
贖
銭
二
十
貫
文
』

と
あ
り
、
有
川
庄
右
衛
門
が
鎌
田
武
平
太
ら
三
人
を
犬
神
と
称
し
こ
れ
を
追

放
せ
ん
と
し
た
た
め
、
横
目
を
し
て
凋
べ
さ
せ
た
が
そ
の
証
な
き
た
め
罰
せ

ら
れ
た
も
の
で
、
連
累
し
て
数
人
の
者
が
罰
せ
ら
れ
た
が
郷
士
・
足
軽
は
寺

入
、
百
姓
は
科
炭
、
郷
中
（
ゴ
ヂ
ュ
）
は
贖
銭
で
あ
っ
た
。
し
か
も
か
か
る

寺
入
の
期
間
に
は
相
当
長
期
の
も
の
も
あ
っ
た
よ
う
で
、
天
保
十
五
年
（
一

八
四
四
）
八
月
十
九
日
の
条
に
は

第
三
十
巻

『
遠
藤
八
次
寺
入
千
中
之
村
本
善
寺
五
年
、
現
和
村
田
之
脇
浦
周
次
郎
為
西

6
 

之
村
塩
戸
樵
夫
三
年
、
共
以
買
我
莱
之
罪
也
、
』

と
あ
り
、
此
の
堀
合
も
甘
庶
を
買
っ
た
た
め
浦
人
は
塩
戸
の
樵
夫
（
塩
屋
の

‘,' 
7
 

伐
子
）
に
さ
れ
て
い
る
が
、
苗
字
を
有
つ
遠
藤
八
次
ー
ー
お
そ
ら
く
郷
士
又

、
、
、

種
子
島
家
譜
に
は
こ
の
ほ
か
多
数
散
見
す
る
が
、
種
子
島
以
外
の
具
体
的

史
料
を
知
ら
な
い
。
た
だ
小
稿
で
紹
介
し
ょ
う
と
す
る
高
山
郷
に
つ
い
て
は

一
例
だ
け
知
っ
て
い
る
。
守
屋
舎
人
日
帳
に
見
え
る
も
の
で
文
政
十
二
年

（
一
八
二
九
）
二
月
十
七
日
に
昌
林
寺
寺
入
の
喜
入
休
右
衛
門
お
よ
び
串
良

寺
入
の
山
田
覚
太
夫
を
守
屋
家
に
招
い

て
お
り
、
天
保
二
年
(
-
八
三
一
）

六
月
廿
日
に
喜
入
休
右
衛
門
が
鹿
児
島
に
帰
る
際
、
守
屋
舎
人
ら
が
見
送
っ

て
い
る
。
鹿
児
島
士
が
高
山
郷
の
昌
林
寺
に
寺
入
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
た
こ
と

を
知
る
の
で
あ
る
。

註
田
平
泉
著
、
前
掲
書
一
四
二
頁
。

図
穂
積
重
遠
著
、
離
縁
状
と
縁
切
寺
、
参
照
。

③
西
村
天
囚
著
、
日
本
宋
学
史
、
二
四
五
ー
六
頁
。

山
種
子
島
家
譜
、
巻
廿
七
（
筆
者
は
鹿
児
島
県
立
図
書
館
写
本
に

よ
っ
た
）
。

流
行
之
日
郷
士
鎌
田
武
平
太
・
足
軽
牧
瀕
市
太
•
徳
水
源
右
衛
門
犬
神
事
例
は
未
だ
そ
の
つ
も
り
で
史
料
を
探
っ
た
こ
と
も
な
い
の
で
筆
者
は
そ
の

条
に

は
足
軽
ー
ー
は
寺
入
五
年
で
あ
っ
た
。

第
一
号

九



幕
末
期
薩
摩
藩
に
お
け
る
ア
ジ
ー
ル
の
痕
跡

⑤

種
子
島
家
諮
、
巻
舟
五
。

間

同

右

巻

六

＋

。

m
拙
稿
、
下
人
に
関
す
る
史
料
覚
害
―
-
]
題

（宮
本
又
次
編
、
九
州

経
済
史
論
集
第
二
巻
）
一
五
九
頁
参
照
。

し
か
し
こ
こ
で
紹
介
し
よ
う
と
す
る
の
は
か
か
る
寺
入
で
は
な
い
。
大
隅

、
、
、
、

同
高
山
郷
の
事
例
で
あ
る
が
、
罪
を
犯
し
た
者
が
自
ら
寺
に
走
り
込
み
、
住

、
、
、

持
に
召
抱
え
ら
れ
る
形
式
を
と
り
、
寺
よ
り
は
使
僧
人
を
も
っ
て
郷
士
年
寄

議
な
く
諒
承
す
る
に
及
ん
で
宥
免
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
近
年
ま
で
寺
院

．
．
 

ア
ジ
ー
ル
の
痕
跡
を
と
ど
め
て
い
た
も
の
と
し
て
注
目
し
た
い
の
で
あ
る
。

史
料
は
最
後
の
一
例
を
除
け
ば
、
す
べ
て
高
山
郷
の
上
層
郷
士
守
犀
舎
人

‘,ノ

重
尭
（
一
七
九
八
ー

一
八
七

一
）
の
日
帳
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
。
以
下

文
政
九
年
戌
正
月
廿
四
日

為
見
届
方
差
越
迄
、

散
し
銭
ひ
ろ
ひ
取
、

右
之
内
二
而
致
飲
食
候
儀

二

．
．
．
．
．
．
．
 

付
、
当
番
郷
士
年
寄
衆
か
年
行
司
方
に
龍
方
之
上
、
高
崇
寺
に
致
走
込
、

去
十
一
月
七
日
之
夜
、
米
山
寺
之
山
中
に
夜
参
会
有
之
、
野
町
之
者
共
、

門
、
右
弐
人
犬
引
二
而
、
正
月
廿
四
・
廿
五
日
芦
平

二
而
致
狩
方
、
御
場

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

近
辺
不
届
之
仕
方
致
龍
方
候
処
、
今
日
か
昌
林
寺
に
走
込
、
使
僧
人
を
以

．
．
．
．
．
 

差
担
申
出
候
二
付
、
請
付
、

御
場
預
役
こ
中
に
差
廻
候
様
申
達
置
候
事
、

同
年
寅
二
月
十
一
日

昌
林
寺
‘¢
去
ル
六
日
走
込
候
も
の
共
、
御
場
預
り
役
：
中
吟
味
之
上
、
出

．
．
．
．
 

寺
申
付
候
事
、

第
三
十
巻

〔
史
料

1
〕

史
料
を
列
挙
す
る
(
:
・
点
は
筆
者
）
。

第

一

号

九

郎
、
右
七

人
そ

鉄
砲
持
、
野
崎
村
和
田
之
一
―
-
•
新
留
村和
田
之
正
右
衛

衛
門
・
向
木
場
之
鉄
太
郎
・
西
之
薗
之
三
太
郎
・
波
見
村
平
後
薗
之
太

に
相
談
を
な
し
、
郷
士
年
寄
よ
り
郷
の
役
識
に
宥
免
の
相
談
を
し
て
、
一
同
異
文
政
十
三
年
寅
二
月
六
日

〔
史
料

2
〕

去
十
九
日
か
無
謁
法
申
出
候
故
、
於
御
地
頭
仮
屋
役
々
吟
味
有
之
、
今
日

•••• 

迄
二
而
出
寺
申
付
、
為
取
締
銭
弐
百
文
ツ
ヽ
‘
其
内
宿
付
候
者
五
百
文
為．

（所
h
)

差
出
、
右
ひ
ろ
ひ
取
之
銭
取
合
口
仕
一

＿
相
調
筋
二
相
決
候
、
右
夜

（
會
力
）

参
口
之
者
共
ハ
人
数
委
不
相
知
候
二
付
、
聞
合
亦

t
同
士
｛
双
儀
ホ
為
致
、

人
数
相
知
れ
候
上
、
日
数
五
日
ツ
、
砂
持
申
付
筋
二
吟
味
之
事
、

野
崎
村
和
田
之
与
四

・
右
同
之
藤
兵
衛

・
古
後
庵
之
源
助

・
和
田
之
治
右



卯
正
月
廿

一
日

吉
川
五
左
衛
門
事
、
於
御
場
近
辺
鉄
抱
を
打
候
を
野
廻
柿
元
万
右
衛
門
見

当
候
段
、
野
廻
四
人
同
道
二
而
四
ツ
時
分
罷
出
申
出
候
二
付
、
明
後
廿
日

郡
見
廻
矢
神
善
左
衛
門
方
へ
申
越
候
、
尤
野
廻
柿
元
万
右
衛
門
・
野
元
八

吉
川
五
左
衛
門
事
、

去
十
二
月
廿
九
日
前
田
村
之
内
寒
水
山
二
而
致
鳩

仰
、
鉄
抱
を
打
候
を
野
廻
柿
元
万
衛
門
見
当
り
、

御
場
近
辺

二
而
境
紛
乱

敷
候
故
相
咎
、
鉄
砲
相
礼
候
処
二

、
石
之
脇
中
宿
森
仲
兵
衛
鉄
抱
借
筒
之

味
相
決
取
締
可
申
逹
筋
申
談
候
、
（
以
下
略
）
、

吉
川
五
左
衛
門
事
、
御
場
近
辺

二
お
ひ
て
鉄
泡
を
打
候
儀
、
今
更
無
凋
法

•••••••••

•
• 

至
極
存
当
り
、
今
晩
昌
林
寺
に
走
込
、
住
持
被
召
抱
、
使
僧
人
を
以
差
拍

候
段
被
申
出
候
二
付
、
預
役
t
中
に
差
廻
置
候
事
、

取
締
之
致
吟
味
候
得
共
、
横
目
津
曲
仲
右
衛
門
殿
欠
座
（
中
略
）
追
而
吟

田
村
之
内
寒
水
山
御
場
近
辺

二
而
致
鳩
認
、鉄
抱
を
打
、御
場
境
を
乱
し
候

（々

ガ
）

儀
二
付
、
御
場
預
役
口
差
寄
候
段
承
申
付
、
驚
入
、
無
調
法
至
極
存
当

••••••••••• 
り
、
昌
林
寺
に
走
込
、
住
持
被
召
抱
、
使
人
を
以
去

廿
日
か
差
担
被
申

右
者
去
巧
十
二
月
廿
九
日
石
之
脇
中
宿
森
甚
兵
衛
か
借
筒
之
由

二
而
、
前

覚

段
申
出
候
趣
、
右
万
右
衛
門
か
一
昨
十
八
日
申
出
、
今
日
拙
者
宅
二
而
右

吉
川
五
左
衛
門
一
件

二
付
、
使
人
罷
出
候

二
付
、
左
之
通
相
談
書
相
認
相

2
 

渡
候
、
尤
与
頭
之
儀
そ
当
分
無
之
候
事
、
＇

卯
正
月
廿
六
日

吉
川
五
左
衛
門

一
件

二
付
、
使
人
罷
出
侯
事
、

卯
正
月
廿
日

卯
正
月
廿
五
日

次
郎

・
日
高
曽
之
進

・
柏
原
善
右
衛
門
事
も
致
出
会
筈
候
、

吉
川
五
左
衛
門
一

件
二
付
、
使
人
罷
出
候
事
、

卯
正
月
廿
四
日

早
天
拙
者
宅
へ
出
会
有
之
候
様
、
御
場
預
横
目
津
曲
仲
右
衛
門
殿
井
右
同

吉
川
五
左
衛
門
一
件
二
付
、
使
人
相
廻
侯
、

卯
正
月
廿
三
日

吉
川
五
左
衛
門
一
件

二
付
、
使
人
相
廻
候
事
、

天
保
二
年
卯
正
月
十
八
日

卯
正
月
廿
二
日

〔史
料

3
〕

幕
末
期
薩
磨
藩
に
お
け
る
ア
ジ
ー
ル
の
痕
跡

第
三
十
巻

吉
川
五
左
衛
門
一
件
二
付
、
使
僧
人
罷
出
侯

二
付
、
外
方
廻
方
申
達
侯
、

第

一
号

九

四

吉
川
五
左
衛
門



幕
末
期
薩
摩
藩
に
お
け
る
ア
ジ
ー
ル
の
痕
跡

卯
正
月
廿
七
日
矢
神
善
左
衛
門
殿

御
場
預
郡
見
廻

柿
元
万
右
衛
門
殿

第
三
十
巻

第

一
号

九

五

役
t
•

野
廻
拙
者
宅
へ
出
会
之
上
、
右
万
右
衛
門
よ
り
承
届
候
処
、
何
様

日
高
曽
之
進
殿

柏
原
善
右
衛
門
殿

卯
二
月
十
八
日

野
元
八
次
郎
殿

会
之
筈
候
、
尤
万
右
衛
門
方
に
出
会
之
段
申
越
候
事
、

野

廻

津
曲
仲
右
衛
門
殿

御
場
預
柚
目

守

屋

十

太

郎

卯
正
月
廿
六
日

出
、
各
方
ね
も
差
廻
置
候
、
右
二
付
而

t
御
場
外
之
儀
二
候
間
、
右
甚
兵

衛
ポ
及
礼
方
儀
共
二
而

t
無
之
裁
、
各
存
寄
無
御
座
候
ハ
ヽ
拙
者
前
二
而

相
済
中
度
御
座
候
二
付
、
何
分
二
も
御
報
承
り
度
御
座
候
、
以
上
、

同
預
郷
士
年
寄
助

吉
川
五
左
衛
門
一
件
二
付
、
使
人
迫
田
折
右
衛
門
・
中
村
止
蔵
罷
出
、
昨
．．． 

日
相
渡
置
候
書
付
差
出
侯

二
付
、

見
屈
候
処
、
野
廻
且
画
酋
之
進
返
答
口

．．．．． 

達
を
以
申
出
候
二
付
、
又
々
相
渡
醤
候
事
、

卯
二
月
十
七
日

卯
正
月
廿
八
日

（之

計

付

力）

吉
川
五
左
衛
門
一

件
二
付
、
使
人
罷
出
、
昨

□0
0
差
出
候
処
二
、
日

•••••• 

高
曽
之
進
存
寄
之
儀
有
之
、
差
和
之
儀
そ
休
メ
詞
候
事
、

吉
川
五
左
衛
門
事
、
去
極
月
廿
九
日
鉄
砲
を
打
候
儀
、
御
場
之
様

二
風
聞

有
之
候
二
付
、
見
当
候
柿
本
万
右
衛
門
壱
人
相
除
、
御
場
預
役
こ
拙
者
宅

へ
差
寄
致
吟
味
候
処、

承
違
キ
ハ
無
之
筈
候
得
共
、
今

一
先
万
衛
門
か
承

り
候
而
可
致
吟
味
筋
申
談
、
都
而
引
取
二
而
候
、
明
早
天
又
拙
者
宅

へ
出

吉
川
五
左
衛
門

＿
件
二
付
、
野
廻
柿
元
万
右
衛
門
申
出
候
儀
二
付
、御
場
預

風
聞
仕
候
而
も
寒
水
山
権
現
之
下
二
而
御
場
外
相
迩
無
御
座
段
、
先
達
而

申
上
慨
候
儀
間
迩
無
之
口
上
承
届
候
、

右
二
付
而
そ
差
担
承
二
不
及
候

間
、
向
後
そ
御
場
縄
筋
力
五
丁
外
迄
、
所
取
締
可
致
筋
申
談
候
間
、
別
段

申
渡
も
有
之
候
得
共
、
其
連
相
心
得
候
様
申
達
候
而
可
然
筋
致
吟
味
候
、

拙
者
前

二
而
使
人
、
に
申
付
筈
候
、
尤
出
役
御
場
預
与
頭
永
井
金
之
進
殿

・

右
同
横
目
津
曲
仲
右
衛
門
殿
・
野
廻
野
元
八
次
郎
・
日
高
曽
之
進
・
柏
原



〔
史
料

5
〕

卯
四
月
五
日

天
保
二
年
卯
四
月
四
日

〔史
料

4
〕

卯
二
月
十
九
日

善
右
衛
門
二
而
、
郡
見
廻
矢
神
善
左
衛
門
事
て
当
分
地
方
検
者
方
に
壱
人

相
付
居
侯
二
付
、
彼
方
に

t
不
申
越
候
、
昨
日
も
同
断
之
事
、

吉
川
五
左
衛
門
一
件
二
付
、
昌
林
寺
か
使
人
被
差
逍
候
二
付
、
此
節
迄

t

差
拍
二
不
及
、
向
後
そ
御
場
境
か
五
丁
外
二
而
鉄
砲
を
打
候
も
の
そ、

屹

と
取
締
可
申
付
段
申
達
被
翫
旨
申
越
候
事
、

当
春
油
粕
払
底

二
而
所
中
煙
草
作
＊
不
相
調
段
、
折
々
承
、
町
役
人

・
年

行
司
か
油
犀
巾
召
列
御
用
申
渡
置
候
処
二
、
八
ツ
時
分
御
地
頭
仮
屋
に
罷

．
．
．
．
．
．
．
 

出
候
二
付
、
抜
売
之
礼
方
い
た
し
候
処
、
申
分
無
之
、
町
役
人
か
召
列
高

．．．．． 

崇
寺
に
走
込
可
申
段
申
出
候
、

高
崇
寺
か
油
屋
共
召
抱
、
使
仰
人
を
以
今
日
か
差
相
之
段
申
出
候
二
付
、

承
四
候
直
、 幕

末
期
薩
摩
藩
に
お
け
る
ア
ジ
ー
ル
の
痕
跡

九
ツ
時
分
御
地
頭
仮
屋
へ
致
出
会
候
而
野
村
甚
之
丞
井
二
日
高
勘
左
衛

〔史
料

6
〕

．
．
．
．
．
．
．
．
 

昌
林
寺
か
使
人
罷
出
侯

二
付
、
相
談
書
相
渡
置
候
事
、

波
見
村
下
山
納
右
衛
門
一
件
二
付
、
昌
林
寺
今
日
も
使
人
迫
田
折
右
衛
門

第
三
十
巻

天
保
三
年
辰
四
月
朔
日

（納
右
衛
門
）

波
見
村
下
尾
山
、
四
卿
止
有
之
、
龍
方
一
件
二
付
、
下
山
無
調
法
之
儀
有

•••••• 

之
、
咋
夜
か
昌
林
寺
に
走
込
、
住
持
被
召
抱
侯
由
二
而
、
使
人
罷
出
候
二

付
、
山
方
掛
郷
士
年
寄
・
組
頭
・
横
目
・
行
司
・
竹
木
見
廻
・
郡
見
廻

（国
方
立
力
）

・
異
一

＿山
見
廻
に
差
廻
閥
候
事
、

辰
四
月
二
日

•
中
村
正
蔵
被
遣
候
二
付
、
昨
日
之
通
差
廻
候
事
、

辰
四
月
―
―
一
日

辰
四
月
四
日

昌
林
寺
か
之
使
人
今
朝
罷
出
、
青
付
差
出
候

二
付
、
見
届
候
処

二
、
皆
々

・

・

・

・

・

（

前

力

）

．． 

存
奇
無
之
段
相
見
得
届
候
故
、
拙
者

□
二
而
相
済
餃
、
即
日
礼
廻
と
し

て
罷
出
候
事
、

天
保
四
年
已
四
月
三
日

第

一

号

九

六



幕
末
期
薩
摩
藩
に
お
け
る
ア
ジ
ー
ル
の
痕
跡

去
十
一
月
十
二
日
模
合
座
有
之
、
後
田
村
稲
村
門
市
太
郎
取
入
相
決
居

（鈴）

候
得
共
、
分
渡
方
及
不
埒
候
処
か
締
方
柚
目
池
田
仲
之
進
殿
に
市
太
郎
か

申
出
趣
有
之
候
得
共
、
取
上
無
之
由
二
而
、
内
A

右
之
趣
仲
之
進
殿
力
横

目
津
北
仲
右
衛
門
殿
に
御
咄
有
之
侯
段
被
申
出
、
役
こ
致
吟
味
候
処
、
模

合
支
配
人
不
正
之
形
相
見
得
侯
二
付
、
支
配
人
柿
元
武
兵
衛
・
柿
元
万
右
衛

門
召
呼
承
届
候
得
共
、
所
存
有
之
、
渡
方
不
致
筋
ニ
ハ
不
相
見
得
、
模
合
取

藷）

入
候
得
そ
迫
田
六
兵
衛
・
上
田
直
次
郎
方
身
代
分
返
済
之
引
結
二
而
右
市

（紗）

太
郎
自
侭
二
仕
分
＊
二
不
相
成
所
か
右
両
人
方
身
代
延
之
儀
共
色
こ
申
出

録）

侯
得
共
、
不
相
済
候
故
、
締
方
横
目
仲
之
進
殿
加
申
出
、
身
代
分
ホ
延
置

（

砂

）

（

品

迄

力

）

自
分
手
二
入
候
様
段
こ
手
立
い
た
し
候
向
二
而
、
分
相
請
取
之
儀
ハ

□口

（
約
）

ハ
不
取
切
、
諮
取
人
も
不
埓
二
而
分
不
渡
筋
二

□口
候
、

(m) 

屈
主
人
迫
田
六
兵
衛
・
上
田
直
次
郎
承
届
候
処
、
身
代
分
＊
有
之
、
右

模
合
取
入
之
節
、
返
済
之
筋
引
結
置
候
故
、
催
促
い
た
し
候
段
申
出
候
、

市
太
郎
相
礼
候
処
、
弥
締
方
横
目
衆
に
申
出
候
儀
相
迩
無
之
、
然
共
取

見
得
候

第

一

号

九

七

八
左
衛
門
所
に
遣
置
候
（
以
下
略
）

鬼
丸
仲
右
衛
門
事
も
携
居
候
二
付
、
是
又
召
呼
承
居
侯
、
市
太
郎
不
埒

付
、
右
之
親
召
呼
相
龍
候
処
、
相
迩
無
之
候
得
共
、
今
晩
そ
郡
見
廻
郡
山

而
無
之
候
間
、
庄
屋
・
在
役
＊
に
相
付
訴
詔
申
出
候
ハ
A

宜
筈
と
被
仰
間

門
・
上
村
勇
助
・
日
高
勘
左
衛
門
•
野
村
甚
之
丞
·
町
長
兵
衛
・
権
右
衛

九
ツ
時
分
御
地
頭
仮
屋
へ
致
出
会
侯
、
鬼
丸
仲
右
衛
門
・
矢
野
甑
之
巡

出
役
（
略
）

已
四
月
四
日

事
模
合
取
入
之
口
入
二
相
成
届
、
口
入
相
断
候
儀
有
之
向
、
市
太
郎
か
由
・

（居）

出
、
今
日
召
呼
承
届
候
処
、
口
入
相
成
口
候
儀
相
迩
無
之
候
事
、

（鈴）

市
太
郎
相
龍
候
処
、
模
合
取
入
候
而
も
私
手
二
入
分
二
而
無
御
座
、
必

（
し
て
）

至
と
行
迫
り
申
候
二
付
、
賃
取
稼
と
／
柏
原
辺
に
三
四
日
差
越
申
度
存
、

唐
仁
町
罷
通
締
方
横
目
衆
御
旅
宿
に
不
図
行
逢
申
候
二
付
、
迫
田
六
兵
衛

（
鍛
）

殿
か
身
代
分
棚
敷
御
催
促
有
之
趣
御
尋
申
上
候
処
、
我
々
共
承
も
の
二

候
二
付
、
罷
帰
親
に
右
之
成
行
為
申
間
申
候
処
二
、
左
様
之
儀
甲
も
の
二

（
マ
マ
）

而
、
早
々
差
越
取
返
し
候
様
叱
申
二
付
、
翌
朝
差
越
取
返
之
段
申
出
候
二

巳
四
月
五
日

第
三
十
巻

候
、
右
に
付
而

t
大
概
道
筋
相
分
り
候
れ
、

門
発
起
模
合
支
配
人
其
外
龍
方
之
次
第
左
之
通

（
砂
）

下
侯
筋
申
出
候
、
迫
田
六
兵
衛
方
身
代
分
不
入
付
、
相
済
候
様
色
こ
取
企

候
処
j
不
閃
取
途
、
締
方
枇
目
衆
に
も
甲
出
、
今
更
後
悔
奉
存
侯
段
申
出



稲
村
門
市
太
郎
無
関
法
之
儀
二
付
、
昌
林
寺
ll
中
村
正
蔵
・
迫
田
折
右

巳
四
月
八
日

郷
士
迫
田
折
右
衛
門
・
中
村
正
蔵
を
以
被
申
出
候
事
、

•••••••• 

後
田
村
稲
村
門
市
太
郎
無
調
法
之
儀
二
付
、
昌
林
寺
力
被
召
抱
候
段
、

巳
四
月
六
日

談
候
事
、

相
頼
取
入
之
筋
相
決
居
候
由
候
二
付
、
昌
林
寺
被
召
抱
侯
二
付
而
ハ
、
相

た
。
そ
の
間
の
事
情
は
省
略
す
る
け
れ
ど
も
、
四
月
廿
八
日
以
降
左
の
如
く

永
野
之
寺
之
下
之
十
、
稲
村
門
持
太
郎
杯
口
入
二
而
、
与
合
口
入
二
も

き
宇
都
宮
真
行
院
と
伊
東
柳
庵
と
の
間
に
論
地
あ
り
、
種
々
の
悶
着
が
あ
っ

天
保
四
年
四
月
七
日
よ
り
後
田
村
西
牟
田
（
稲
村
之
下
）
の
溝
下
地
に
つ

支
配
人
方
に

t
、
模
合
取
入
之
願
申
出
候
ハ

A‘

吟
味
相
決
居
候
向
を

ハ
A

相
談
可
致
候
様
、
与
頭
か
主
人
方
に
為
申
聞
可
然
吟
味
之
事
、

模
合
支
配
人
其
外
召
呼
承
届
候
処
、

一
昨
日
承
届
候
通
少
々

t
不
行
届

所
も
有
之
候
付
、
叱
置
、
当
座
二
而
済
置
候
事
、

市
太
郎
相
礼
候
処
、
昨
日
申
出
候
通
相
迩
無
之
、
吟
味
之
上
、
庄
崖
．

在
役
・
親
類
・
与
中
兼
t
何
様
之
致
教
訓
候
哉
、
礼
掛
り
候
処
、
申
分
無

.•••••••••••• 
之
、
市
太
郎
召
列
昌
林
寺
に
走
込
候
事
、

模
合
取
入
、
身
代
が
首
尾
合
之
節

t
、
利
分
、
隙
渡
キ
ハ
訴
詔
申
出
候

以
、
為
取
候
存
念
之
儀
二
哉
之
旨
、
与
頭
か
承
筋
申
談
之
事
、

済
候
上
、
右
之
も
の
共
取
入
宜
取
計
候
様
、
郡
見
廻
前
方
為
申
聞
可
然
申

巳
四
月
九
日

第
三
十
巻

．
．
．
．
．
 

稲
村
門
市
太
郎
無
調
法
之
儀
二
付
、
親
類
共
請
書
に
相
談
書
相
添
、
此

節

t
致
宥
免
候
而
そ
如
何
可
有
之
哉
之
旨
、
月
番
市
来
運
右
衛
門
殿
か
被

．
．
．
．
．
．
．
 

差
廻
、
迫
田
折
右
衛
門
・
中
村
正
蔵
致
持
参
候
二
付
、
存
寄
無
之
段
致
返

答
候
事
、

見
え
る
。

天
保
四
年
巳
四
月
廿
八
日

・
・
・
（
前
略
）
・
・
・
右
二
付
而

t
柳
庵
井
後
田
村
庄
屋
間
二
間
違
有
之
筋
二
相

見
得
候
間
、
龍
方
い
た
し
可
然
申
談
、
後
田
村
庄
屋
矢
神
勇
右
衛
門
相
龍

（
低
力
）

候
処
、
柳
庵
方
に
ハ
彼
方
申
出
之
通
申
置
、
所
に
そ
議
り
を
以
申
出
、
今

更
驚
入
、
無
調
法
之
汲
入
申
訳
無
之
候
、
右

二
付
而

t
庄
屋
役

二
而
不
束

••••••••••••••••••• 

之
儀
候
得
共
、
此
節

t
寺
に
走
込
差
拍
申
候
ハ

A

相
済
置
可
然
申
談
候
…

幕
末
期
薩
摩
藩
に
お
け
る
ア
ジ
ー
ル
の
痕
跡

〔
史
料

7
〕

衛
門
被
差
廻
、
今
日
も
相
廻
候
、 第

一
号

九

八



幕
末
期
薩
摩
藩
に
お
け
る
ア
ジ
ー
ル
の
痕
跡

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

宇
都
宮
真
行
院
事
、
高
崇
寺
に
走
込
候
由
二
而
被
召
抱
候
段
、
図
師
善

．
．
．
．
．
．
．
．
 

良
坊
・
成
合
平
次
郎
を
以
被
申
出
候
二
付
、
我
々
同
役
中
井
与
頭
・
横

第

一

号

九

九

・・・（後略）

．．．
 

巳
四
月
廿
几
日
（邪

17年
ナ

ふ

）

（

吋

上

）

（

同

t)

一
九
ツ
時
分
河
俣
龍
蔵
殿
所
に
市
来
連
右
衛
門
殿
・
日
高
八
郎
太
殿
・
拙

（
同
上
）

者
同
道
二
而
差
越
、
大
田
次
右
衛
門
殿
相
招
、
後
田
村
西
牟
田
取
計
之
儀

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

ニ
付
、
庄
屋
無
調
法
之
低
有
之
候
付
、
寺
に
走
込
候
上
可
相
済
哉
、
又

t
平

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

二
差
担
申
出
候
而
も
相
済
可
然
哉
、
致
内
談
候
処
、
平
二
而
相
済
可
然
被

存
寄
段
、
河
俣
氏
、
大
田
氏
両
人
か
承
候
故
、
直
二
惣
役
；
出
会
之
通
達

市
来
氏
力
有
之
候
、
尤
真
行
院
に
も
御
用
被
申
渡
候
事
、

已
四
月
晦
日

（
前
略
）
御
地
頭
仮
屋
へ
致
出
会
候
処
、
宇
都
宮
真
行
院
溝
下
地
面
一
件

帳
面
無
之
、
右
二
付
而
そ
伊
東
佳
納
次
抱
地
之
内
二
相
決
候
、
尤
宇
都
宮

真
行
院
事
地
方
検
者
川
上
助
五
郎
殿
に
直
二
申
出
候
儀

□口
□相
龍
候

被
申
聞
候
処
、
先
御
吟
味
御
差
如
可
被
下
段
申
出
候
・
・
・
（
後
略
）

巳
五
月
朔
日

矢
神
勇
右
衛
門
事
、
峯
崎
蔵
右
衛
門
・
峯
崎
市
左
衛
門
を
以
差
拍
申
出
候

ニ
付
、

処
、
両
人
罷
出
候
二
付
、

右
通
之
役
と
に
差
廻
候
様
、

．．． 

付
、
罷
出
候
ハ
ヽ
相
談
書
差
廻
呉
候
様
、
市
来
連
右
衛
門
殿
か
承
置
候

••• 

，
 
•••••••••••• 

此
節
迄

t
致
宥
免
候
而
ハ
如
何
可
有
之
哉
之

巳
五
月
二
日

図
師
善
良
坊
・
成
合
平
次
郎
罷
出
、
相
廻
候
届
申
出
候
二
付
、
又
こ
差

皆
々
不
掛
御
目
候
段
申
出
候
二
付
、

廻
候
様
申
付
候
、
尤
峯
崎
蔵
右
衛
門
・
峯
崎
市
左
衛
門
罷
出
、
今
日
迄
も

•••••••••••• 都
而
逢
取
候
上
罷
出
候
様
申
達
候

巳
五
月
三
日

高
崇
寺
か
之
使
僧
人
廻
り
方
い
た
し
候
得
共
、
い
ま
た
不
掛
御
目
方
有

相
済
候
事
、

巳
五
月
四
日

先
日
月
番
名
代
を
以
申
達
置
候
二

一
宇
都
宮
真
行
院
無
晶
法
二
付
、
高
崇
寺
か
使
僧
人
四
ツ
時
分
罷
出
、
都

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

而
廻
り
方
相
済
候
届
申
出
候
二
付
、
此
節
迄

t
致
宥
免
候
而

t
如
何
可
有

第
三
十
巻

処
、
申
訳
無
之
、
然
共
必
至
と
恐
入
候
鉢
不
相
見
得
候
故
、
与
頭
か
得
と

之
段
申
出
候
、
後
田
村
庄
屋
矢
神
勇
左
衛
門
事
ハ
役
と
相
談
之
上
、
今
日

一
付
、
溝
下
帳
而
取
揚
見
届
候
処
、
此
節
論
地
二
相
成
候
弐
畦
之
儀

t

事、 旨
、
相
談
書
今
日
相
渡
候
得
共
、
廻
り
方
不
相
済
候
事
、

•••••••••••••••• 
目
・
地
頭
横
目
・
郡
見
廻
不
残
差
廻
候
様
申
達
差
廻
候
、
尤
後
田
村
庄
屋



書
物
キ
も
差
出
居
候

二
付
、
今
日
役
々
差
寄
致
吟
味
、
両
人
御
断
書
相
下

山
八
左
衛
門

・
矢
神
善
左
衛
門
方
に
取
込
之
聞
得
有
之
、
両
人
役
儀
御
断

天
保
七
年
申
五
月
十
七
日

（紛

）

（

紛
）

（鈴）

部
下
り
分
井
柏
原
出
物
蔵
津
下
米
駄
賃
分
其
外
配
分
之
分
、
郡
見
廻
郡

〔史
料

9
〕

日
高
曽
太
郎
差
拍

二
付
、
使
人
、に
書
付
渡
候
事
、

幕
末
期
薩
摩
藩
に
お
け
る
ア
ジ
ー
ル
の
痕
跡

••••••••••••••••••••••• 之
哉
之
旨
相
談
書
差
廻
候
処
、
皆
t
存
寄
無
之
被
書
記
候
方
も
有
之、

ロ

．
．
．
．
．
．
 

達
之
方
も
有
之
段
、
使
僧
人
か
八
ツ
時
分
罷
出
申
出
候
二
付
、
差
免
候
、

向
後
右
様
之
儀

一
切
無
之
様
二
堅
ク
法
印
力
被
申
付
之
様
申
達
候
事
、

（
倒）

日
高
曽
太
郎
事
、
無
証
文
も
の
召
置
、
夫
故
所
面
働

二
相
成
、
及
礼
方

．
．． 

筈
候
処
、
自
身
か
存
付
、
昨
日
か
高
崇
寺
に
走
込
、
上
床
助
四
郎

・
成
合

••••••••• 

平
次
郎
を
以
差
拍
被
申
出
候

二
付
、
地
頭
横
目
以
上
廻
り
方
申
付
候
、
尤

今
日
か
廻
り
方
申
付
候
事
、

未
九
月
朔
日

大
保
六
年
未
八
月
晦
日

〔史
料

8
〕

油
屋
共
召
呼
、
致
礼
方
、
請
書
差
出
候
様
申
付
候

〔史
料

10〕

ケ
、
与
頭
か
親
類
召
呼
、
ケ
条
書
を
以
礼
方
申
渡
候
、（
出
役
人
名
略
）

申
五
月
廿
三
日（郡
山
）

一
郡
見
廻

□□
八
左
衛
門

・
矢
神
善
左
衛
門
龍
方
之
成
行
、
両
人
親
類
か

書
付
差
出
候
由

二
而
、
与
頭
児
圭
権
之
助
殿
か
今
日
被
差
出
候

二
付
、
明

廿
四
日
惣
役
々
差
寄
之
致
通
達
候
事
、

．．．．．

．

．． 

郡
山
氏

・
矢
神
氏
今
晩
高
崇
寺
、12
走
込
候
由

二
而
、
召
抱
候
届
、
松
↑

申
五
月
廿
四
日

（堕

高
崇
寺
九
文
掛
出
分
取
揃
次
第
相
渡
候
様
、

善
左
衛
門

・
八
左
衛
門

・

申
五
月
廿
五
日

今
朝
使
僧
人
上
床
助
四
郎

•

松
下
鉄
兵
衛
罷
出

候
二
付

、

又
;
―
昨
日

．．．．

．
．．． 

•••••••

• 

之
通
、
我
々
同
役
中
井
与
頭

・
横
目

・
地
頭
横
目
に
差
廻
候
事
、

天
保
七
年
申
八
月
五
日

略） 小
使
正
右
衛
門
断
相
済
、
跡

二
而
支
配
頭
か
存
寄
筋
相
決
候
（
出
役
人
名

鉄
兵
衛

・
上
床
助
四
郎
を
以
申
出
候
事
、

第
三
十
巻

第
一
号

10
0
 



幕
末
期
薩
磨
薄
に
お
け
る
ア
ジ
ー
ル
の
痕
跡

被
申
出
候
、
左
候
而
今
晩
又
t
罷
出
、
此
節
請
密
ケ
条
態
と
書
浴
、
無
凋

法
之
段
申
出
候
事
、

．．． 

油
屋
共
高
崇
寺
被
召
抱
候
段
、
今
朝
成
合
平
次
郎
・
松
下
鉄
兵
衛
を
以

〔
史
料

12〕

第
三
十
巻

第

一

号

1
0
 

右
田
彦
左
衛
門

・
日
高

―

一以
差
担
之
段
申
出
候
、

八
ツ
時
分
御
地
頭
仮
屋
へ
致
出
勤
候
…
…
波
見
油
屋
共
召
呼
、
龍
方
之

筈
二
而
柚
目
安
庭
権
左
衛
門
出
勤
有
之
候
得
共
、
油
挺
共
不
罷
出
候
・
・
・

申
八
月
十
一
日

;
 ．
．． 
拙
者
事
八
ツ
時
分
御
地
頭
仮
屋
へ
致
出
勤
候
、
油
屋
共
賭
書
一

件

其
外
吟
味
有
之
候
…
（
出
役
人
名
略
）

申
八
月
十
二
日

九
ツ
過
時
分
御
地
頭
似
屋
へ
致
出
動
候
、
野
町
油
屋
共
諮
書
一
件

ニ

・
・
・
・
・
・
（
潰水）

付
、
御
用
申
渡
致
乱
方
筈
候
処
、
高
崇
寺
に
走
込
、
地
蔵
院
を
以
今
晩
月

番
に
届
被
申
出
候
…
（
出
役
人
名
略
）

申
八
月
十
三
日

・・
・・
・
・
八
ツ
時
分
直
二
御
地
頭
仮
屋
へ
致
出
勤
候
、
野
町
油
屋
共
致
走
込(llf) 

侯
二
付
而
t
‘
此
飾
迄
t
為
致
諸
書
、
町
役
居
家

□□□二
付
、
拾
五
/

文
合
力
取
締
と
し
て
申
付
候
而
可
然
巾
談
候
、
・
:
（出
役
人
名
略
）

申
八
月
十
四
日

申
八
月
六
日

申
八
月
十
七
日

天
保
七
年
申
九
月
廿
二
日

（ママ）

・・・・・
・
御
地
頭
仮
屋
へ
致
出
勤
、
当
正
月
野
町
之
も
の
共
、
完
口
事
龍
方

申
九
月
廿
三
日

一

野
町
之
も
の
共
、
完
口
事
礼
方
、
今
日
八
ツ
過
時
分
迄
相
済
侯
、
尤
権

次
郎
六
日
、
け
さ
八
五
日
、
伝
蔵
•
藤
吉
・
三
次
郎
一云
一
日
ツA
砂
持
申
付

侯
、
善
太
郎
事
t
年
行
司
方
‘
に
差
拍
、
両
人
役
・
古
役
共
か
役
々
に
差

．．．．． 

拍
、
年
行
司
t
走
込
申
付
侯
、
•
•
…•

申
九
月
廿
四
日

．
．
．
．
．
．
．
．
 

野
町
年
行
司
事
、
高
崇
寺
に
致
走
込
候
届
、
郷
士
松
下
鉄
兵
衛
・
成
合

平
次
郎
を
以
被
申
出
候
、
尤
町
両
人
役

・
古
役
之
も
の
共
、
町
役
引
受
、

い
た
し
候
、

夜
通

二
而
候
・
・
・
（
出
役
人
名
略）

〔史
料

11〕

今
朝
成
合
平
次
郎

•

松
ド
鉄
兵
衛
罷
出
、
月
番
か
之
相
談
差
出
候



こ
れ
は
恐
ら
く
同
年
五
月
廿
日
に
福
島
（
日
同
国
）
の
平
次
郎
な
る
旅
人

-
;
：
野
町
善
助
事
、
先
逹
而
旅
人
取
逃
候
儀
二
付
、
明
役
か
召
列
、
高

．
．
．
．
．
．
 

崇
寺
、
四
走
込
候
届
承
候
事
、

を
御
裁
許
掛
よ
り
送
出
す
よ
う
仰
付
け
ら
れ
、
送
出
の
手
都
合
を
旅
人
問
屋

天
保
八
年
酉
六
月
十
九
日

〔
史
料

13〕

共
召
列
罷
出
候
、
今
晩
迄
相
済
候
事
、

〔
史
料

15〕

出
候

・
論
地
之
諸
右
衛
門
出
寺
申
付
候

旅
人
を
応
し
て
い
た
の
が
発
覚
し
、
高
崇
寺
へ
走
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

た
め
富
山
村
庄
屋
・
名
主
が
高
崇
寺
に
走
込
ん
だ
。
す
な
わ
ち

幕
末
期
薩
摩
藩
に
お
け
る
ア
ジ
ー
ル
の
痕
跡

、J8
 

天
保
八
年
に
は
旅
人
取
締
が
と
く
に
厳
煎
で
あ
っ
た
が
、
五
月
廿
一
日
に

富
山
村
名
主
市
郎
よ
り
去
る
十
五
日
御
裁
許
掛
よ
り
送
出
の
湊
玄
良
と
云
う

旅
人
が
昨
夜
来
た
旨
の
届
出
が
あ
り
、
富
山
村
・
宮
下
村
か
ら
苗
代
川
・
鹿

屋
・
姶
良
に
か
け
て
探
索
し
た
が
既
に
逃
げ
去
っ
た
あ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の

天
保
八
年
酉
五
月
廿
七
日

••••• 

一
…
…
旅
人
陪
置
候
一
件
二
付
、
富
山
村
庄
屋
・
名
主
共
、
高
崇
寺
に
走

込
候
二
付
、
出
寺
中
之
致
相
談
候
、

・
・
・
・
・
・
今
晩
・
・
・
・
・
・
・
・
・
松
下
鉄
兵
衛
・
成
合
平
次
郎
か
富
山
村
庄
屋
・
名
主

第
三
十
巻

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

前
述
の
如
く
天
保
八
年
は
旅
人
取
締
が
厳
重
で
あ
っ
た
が
、
六
月
廿
六
日

に
も
所
役
が
宮
下
村
・
新
習
村
へ
旅
人
取
締
と
し
て
入
り
、
六
月
末
よ
り
七

月
に
は
後
田
村
に
も
入
っ
た
。
当
時
は
所
謂
「
居
付
旅
人
」
ー
他
国
者
で

居
付
い
た
者
ー
ー
が
相
当
居
た
こ
と
は
「
届
付
旅
人
御
届
帳
面
を
以
申
上

筈
」
（
同
年
八
月
二
日
）

天
保
八
年
酉
八
月
三
日

酉
八
月
五
日

〔
史
料

14〕

と
い
う
文
言
で
も
推
測
さ
れ
る
が
、

後
田
村
論
地
之
諸
右
衛
門
事
、
旅
人
押
隠
罹
、
及
競
方
候
処
、
申
訳
無

.••••••• 
之
、
高
崇
寺
に
走
込
、
召
抱
之
旨
、
松
下
鉄
兵
衛
・
成
合
平
次
郎
を
以
申

へ
申
渡
し
た
が
、
平
次
郎
は
逃
去
り
行
方
が
知
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
責
を
負

第
一
号

1
0
 

次
の
場
合
は



幕
末
期
薩
摩
藩
に
お
け
る
ア
ジ
ー
ル
の
痕
跡

天
保
八
年
十
月
、
年
貢
米
取
納
に
際
し
て
「
柏
原
出
物
蔵
役
人
か
郡
見
廻

（冗
力
）

か
被
遣
候
書
付
」
|
ー
御
蔵
夫
立
の
書
付
を
波
見
村
庄
屋
青
木
半
助
が
滞
ら

（
＋
月
朔
日
、

二
日、

五
日
の
条
）、

十
月
六
日
に
は
次
の
如
く
見
え
る
。

．．．． 

一
波
見
村
庄
屋
御
蔵
夫
立
一
件
無
調
法
二
付
、
去
ル
ニ
日
晩
か
高
崇
寺
に

・
・
・
（
匝
力
）

致
走
込

□
二
付
、
成
合
平
次
郎
・

上
床
助
四
郎
か
相
談
書
致
持
参
候

二

付
、
存
寄
無
之
段
申
越
候
事
、

登
取
締
よ
り
郷
士
年
寄
代
に
吟
味
を
命
ぜ
ら
れ
、
所
役
一
同
吟
味
を
し
た
が

せ
た
た
め
、
諸
在
の
夫
立
に
不
都
合
を
生
じ
る
に
至
っ
た
。
こ
の
た
め
御
仕

〔史
料

16〕

天
保
八
年
酉
八
月
晦
日

当
春
田
方
仕
付
方
二
付
、
新
留
村
有
嶋
門
太
郎
事
、
上
見
作
、
匹
引
向

ヶ
、
不
埒
之
致
作
職
候
儀
、
及
龍
方
候
処
二

、
庄
屋

・
名
主
か
引
受
、
高

．．． 

崇
寺
、
に
走
込、

成
合
平
次
郎
•
松
下
鉄
兵
衛
を
以
召
抱
候
届
、
被
申
出
候

酉
九
月
朔
日

新
留
村
有
嶋
門
太
郎

一
件

二
付
、
成
合
平
次
郎
・
松
下
鉄
兵
衛
今
晩
罷

•••••••• 

出
侯
而
、
月
番
か
書
付
差
出
候
事
、

事
、

・
・
・
右
田
仲
太
・
日
高
勘
左
衛
門
、
高
崇
寺
か
頼
之
由

二
而
被
参
、
町
藤
右

第
一
二
十
巻

嘉
永
四
年
亥
十
月
廿
六
日

第
一
号

〔
史
料

19〕

門
を
以
住
持
か
差
担
被
申
出
候
事
、

〔史
料

18〕

決
、
夜
入
候
而
引
取
侯
・

天
保
九
年
五
月
、
こ
の
あ
た
り
日
帳
の
破
損
甚
し
く
、
事
情
を
知
る
こ
と

の
骨
粕
一
件
を
め
ぐ
っ
て
五
月
七
日
に
は
次
の
如
く
見
え
る
。

戌
五
月
七
日

助
骨
粕
一
件
二
付
、

・
…
・
・
八
ツ
半
時
分
、
地
頭
仮
屋
へ
致
出
勁
侯
処
、
役
々
出
会
二
而
、
町
善

•••••• 
走
込

二
而
相
済

□口
吟
味
相

不
凋
法
之
儀
有
之
、

嘉
永
三
年
戌
四
月
廿
九
日

（銀）

一
弐
匁
御
貸
上
艮
帳
而
紛
失
一
件
二
付
、
無
凋
法
之
儀
有
之
、
先
取
払
日

．
．
．
．
．
．
 

高
曽
太
郎
・
成
合
城
之
助
高
崇
寺
に
走
込
、
上
床
助
四
郎
・
淵
脇
武
左
衛

1
0
1
――
 

が
困
難
で
あ
る
が
、
町
の
善
助
よ
り
鯨
骨
粕
を
取
入
れ
た
き
願
出
あ
り
、
そ

〔
史
料

17〕



嘉
永
五
年
子
五
月
四
日

・：・
・・高
崇
寺
か
頼
二
付
、

上
床
助
四
郎
・
成
合
善
助
参
、
新
留
村
庄
屋
池

袋
彦
八
井
名
主
共
召
抱
之
段
被
申
出
候
事
、

子
五
月
七
日
向
刻
（
今
朝
）
上
床
助
四
郎
・
成
合
善
助
参
候
事
、

子
五
月
六
日

〔史
料

20〕

亥
十
月
廿
九
日

：
；
：
同
刻
（
五
ツ
時
）

右
田
仲
太
・
日
高
勘
左
衛
門
被
参
、
町
藤
右
衛
門

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

差
拍
之
相
談
書
被
差
出
侯
二
付
、
存
寄
無
之
段
申
越
候
、

亥
十
一
月
朔
日

八
ツ
時
分
日
高
勘
左
衛
門
・
右
田
仲
太
・
迫
水
休
右
衛
門

•

町
藤
右
衛

．
．
．
．
．
．
．
 

門
出
寺
礼
と
／
参
候
事
、

申
出
候
、

硲
末
期
薩
摩
藩
に
お
け
る
ア
ジ
ー
ル
の
痕
跡

．．．． 

衛
門
町
役
か
召
列
、
召
抱
候
段
承
侯
事
、

亥
十
月
廿
七
日

…
…
右
田
仲
太

・
日
高
勘
左
衛
門
被
参
、
町
藤
右
衛
門
無
調
法
之
段
、
被

こ
届
承
候
、
竹
之
井
利
右
衛
門
外
二

弐
拾
四
人
高
利
之
貸
付
い
た
し
不
調

に
見
ら
れ
る
が
、

請
持
郡
奉
行
上
村
笑
之
丞
殿
か
所
高
利
貸
付

一
件
之
儀
、
昨
日
被
仰
渡

弟
三
十
巻

ガ
延
二
年
（
文
久
元
年
）
酉
二
月
二
日

候
儀
二
付
、
差
寄
之
通
達
有
之
、
今
日
九
ツ
時
御
地
頭
仮
屋
、
に
致
出
会
候

（
以
下
略
）

酉
二
月＿―
-日

…
·
：
九
ツ
時
か
御地
頭
仮
屋
に
致
出
勤
候
…
•
；
裔
利
一
件
之
儀
龍
方
有

之
候
得
共
、
不
相
済
‘
..... .
 

か
く
て
三
月
初
め
ま
で
高
利
貸
付
一
件
に
つ
き
胤
方
・
吟
味
の
記
事
が
頻
繁

酉
三
且
十
一
日

高
崇
寺
か
日
高
曽
之
丞
、
昌
林
寺
か
上
村
勇
助
、
米
山
寺
か
清
水
地
蔵

院
、
日
新
院
か
二
木
休
左
衛
門
、
長
能
寺
Il榎
屋
宝
光
院
召
抱
候
段
、
銘

法
之
段
申
出
趣
有
之
、

承
置
候
事
、

〔
史
料

21〕

返
答
候
、

．．． 

今
朝
五
ツ
時
上
床
助
四
郎

・
成
合
善
助
参
、
相
談
書
差
出
候

二
付
、
致

第
一
号

1
0四



幕
末
期
薩
摩
藩
に
お
け
る
ア
ジ
ー
ル
の
痕
跡

高
崇
寺
・
昌
林
寺
か
使
僧
人
被
参
候
、

酉
三
月
十
九
日

．
．
．
．
．
 

：・・・・日新
院

・
米
山
寺
か
之
使
僧
人
罷
出
、
相
談
書
差
出
候
事
、

酉
三
月
廿
日

．去
ル
十
一
日
か
之
使
僧
人
段
；
参
候
事
、

…
…
使
催
人
キ
被
参
候
事
、

酉
三
月
十
八
日

〔
史
料

23〕

相
廻
り
候
事
、

酉
三
月
十
七
日

••• 

榎
屋
宝
光
院
相
談
害
、
長
能
寺
使
僧
人
致
持
参
差
出
候
、
其
外
使
僧
人

去
ル
十
一
日
か
使
僧
人
段
こ
被
参
候
、
尤
弐
拾
五
人
之
平
断
今
日
相
済

文
久
二
年
戌
三
月
廿
一
日

町
茂
平
次

・
伊
太
郎
此
節
不
調
法
之
儀
有
之
、
御
地
頭
仮
屋
に
留
閻
、

番
付
二
而
召
罹
候
処
、
親
類
共
か
願
之
趣
有
之
、
暇
差
出
候
処
、
高
崇
寺

．
．
．
．
 

に
走
込
ミ
、
発
仁
か
召
抱
候
段
、
郷
士
両
人
を
以
今
朝
申
出
候

戊
三
月
廿
二
日

高
崇
寺
尭
仁
使
上
床
助
四
郎
外
壱
人
、
今
朝
四
ツ
時
罷
出
候
事
、

戌
三
月
廿
八
日

第
三
十
巻

第
一
号

-
O
E
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右
者
不
謁
法
之
儀
有
之
、
去
ル
廿
二
日
か
晶
崇
寺
尭
仁
召
抱
、
郷
士
上
床

••••••••• 

助
四
郎
・
小
川
太
平
次
を
以
差
拍
申
出
候
二
付
、
此
節
迄
そ
致
宥
免
度
相

••••••••• 談
書
致
持
参
候

二
付
、
存
寄
無
之
段
申
越
侯
事
、

酉
三
月
十
六
日

候
事
、

酉
三
月
十
四
日

一
昨
日
か
之
使
伯
人
銘
こ
被
参
候
事
、

〔
史
料

22〕

酉
三
月
十
三
日

昨
日
か
之
使
僧
人
銘
こ
被
参
候
事
、

四
ツ
時
分
昌
林
寺
か
之
使
僧
人
被
参
候
、

酉
三
月
十
二
日

酉
三
月
廿
二
日

伊
太
郎

町

茂

平

次



者
、
弐
拾
歳
内
外
か
弐
拾
五
六
歳
又

t
三
拾
歳
計
之
人
茂
相
交
候
而
宜

知
罷
帰
り
、
又
A

仲
兵
衛
罷
出
、
此
節
御
手
当
之
儀
是
非
御
訴
詔
申
上
含

掛
与
頭
山
下
筑
左
衛
門
出
府
仕
、
御
軍
役
座
に
参
上
仕
、
御
書
役
田
代
弥

A

繰
替
之
願
可
然
と
吟
味
仕
、
外
御
用
席
掛
郷
士
年
寄
山
之
内
甚
右
衛
門

抱
．
藻
玉
胴
乱
・
火
縄
・
陣
羽
織
・
陣
笠
用
意
二
而
直
二
出
立
相
調
丈
之

二
男
二
而
も
然
可
と
申
談
、
津
曲
仲
八
相
調
申
上
候
処
、
仲
八
事
折
節
別

相
成
、
江
戸
其
外
何
方
二
而
も
被
差
向
御
手
当
人
数
六
人
、
所
持
道
具
鉄

仰
渡
、
掛
郷
士
年
寄
内
之
浦
直
太
郎
御
軍
役
座
に
罷
出
候
処
、
来
春
二
も

木
史
料
は
守
屋
泰
造
家
文
書
の
一
紙
文
害
で
あ
る
。
年
代
未
詳
|
ー
安
政

）
 
8
 

元
年
と
推
定
。
幕
末
に
お
け
る
薩
朋
藩
の
郷
士
に
対
す
る
軍
役
賦
課
と
そ
れ

に
対
応
す
る
郷
側
の
実
情
が
う
か
が
え
て
貴
重
で
あ
る
の
で
全
文
を
引
用
す

る
（
こ
の
ほ
か
に
同
文
で
地
頭
所
取
次
・
請
持
掛
郡
奉
行
宛
の
書
綴
も
あ

此
節
異
国
船
笞
衛
向
為
御
用
心
、
当
所
郷
士
之
内
六
人
出
府
被
仰
付
候
儀

ニ
付
、
去
丑
十
二
月
御
軍
役
座
か
掛
郷
士
年
寄
・

与
頭
之
間
壱
人
御
用
被

候
、
尤
持
高
多
少
・
オ
不
オ
・
役
掛
＊
之
有
無
二
も
不
抱
、
致
涸
方
、
当

座
二
而
名
書
差
出
候
様
、
御
軍
賦
役
最
所
七
郎
右
衛
門
殿
か
被
仰
付
候
二

付
、
罷
帰
り
吟
味
仕
、
名
書
差
上
度
御
伺
申
上
候
処
、
此
節
之
儀

t
御
内

蜜
之
事
候
二
付
、
同
席
外
掛
役
迄
二
而
不
事
立
様
致
吟
味
、
名
書
可
差
出

旨
被
仰
付
、
直
太
郎
帰
郷
仕
、
掛
中
井
同
役
中
差
寄
、
此
節
之
儀

t
所
帯

柄
二
而
相
調
候
様
被
仰
付
候
段
、
直
太
郎
か
皆
こ
承
知
仕
、
高
頭
只

t
不

被
仰
付
候
得
共
、
先
高
頭
か
見
合
、
年
輩
致
相
違
侯
欺
、
又
こ
所
帯
方
難

仕
、
乍
漸
甚
右
衛
門
当
務
残
精
々
相
気
張
勤
居
候
向
二
同
役
中
二
も
見
受

る）。

熊
末
期
薩
摩
藩
に
お
け
る
ア
ジ
ー
ル
の
痕
跡

三
番
二
吉
井
幸
之
助
、

郎
、
五
番
二
山
之
内
六
郎
次
前
二
相
当
候
得
共
、
祖
こ
父
代
か
過
分
之
借

（銀
）艮
有
之
、
親
甚
右
衛
門
相
受
取
候
借
銀
九
百
貫
文
餘
之
由
二
而
、
至
只
今

返
済
相
叶
不
申
、
持
高
・
所
務
米
ネ
利
払
労
年
分
之
諸
雑
費
年
と
他
借
＊

罷
居
候
二
付
相
迦
、
五
番
二
伊
東
嘉
早
太
、
六
番
二
清
水
地
蔵
院
罷
居
侯

得
共
、
是
以
所
帯
方
難
渋
二
有
之
相
迦
、
六
番
二
津
曲
仲
助
前
二
而
候
得

共
、
年
輩
三
拾
歳
除
二
相
成
居
候
二
付
、
同
家
内
か
出
立
仕
候
二
付
而

t

立
成
之
願
申
上
含

二
而
罷
居
候
段
申
出
侯
二
付
、
不
都
合
二
不
相
成
候
ハ

九
郎
殿
に
御
内
意
申
上
候
処
、
弥
繰
替
可
被
仰
付
候
、
右
代
り
何
某
差
立

候
哉
、
御
尋
二
付
、
津
曲
清
蔵
二
而
可
然
段
、
御
届
申
上
候
由
、
右
両
人

方
か
問
合
申
越
候
二
付
、
則
右
清
蔵
に
御
用
申
渡
候
処
、
折
節
当
人
病
気

ニ
而
親
類
阿
久
根
仲
兵
衛
罷
出
候
二
付
、
御
手
当
之
向
申
達
候
処
、
致
承

B‘ 良

二
番
二
河
俣
休
次
郎
、

渋
之
人
そ
相
迦
、
其
次
之
高
頭
二
相
調
可
然
申
談
、

第
三
十
巻

第
一
号

1
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一
番
二
日
高
平
八

四
番
二
日
高
弥
八



幕
末
期
薩
摩
藩
に
お
け
る
ア
ジ
ー
ル
の
痕
跡

出
儀
二
付
而

t
、
何
れ
も
御
受
難
致
段
申
出
候
二
付
、
此
節
之
儀

t
出
府

存
、
任
問
合
其
段
申
渡
候
処
、
先
度
も
申
出
候
通
、
此
節
別
立
之
御
願
申

第
一
号

1
0七

共
引
受
、
金
子
乍
漸
拾
五
両
丈
致
借
用
、
出
立
仕
申
候
、
此
節
御
軍
役
御

被
仰
付
候
次
第
、
則
所
に
問
合
申
越
候
書
付
之
内
、
津
曲
仲
助
儀
を
仲
八

津
曲
仲
助
に
以
御
証
文
被
仰
渡
、
銘
こ
用
意
仕
、
門
出
之
当
日
野
元
八

無
拠
故
障
有
之
御
請
難
仕
段
、

二
御
座
候
、
然
共
一
先
書
付
を
以
申
達
呉
侯
様
申
出
候
二
付
、
応
願
書
付

s
置
力
）

を
以
申
逹
五
候
処
、

出
候
二
付
、
又
と
差
寄
吟
味
仕
候
処
、
右
清
蔵
事
持
高
キ
所
持
仕
中
二
茂

拾
三
歳
之
二
男
キ
も
罷
居
、

書
付
を
以
訴
詔
申

何
そ
故
障
之
廉
も
相
見
得
不
申
候
二

付
、
押
而
中
付
候
処
、
及
再
三
訴
詔
申
出
趣
、
猶
又
惣
役
し
差
寄
吟
味
仕

一
統
清
蔵
御
請
仕
候
儀
相
当
之
儀
と
吟
味
承
候
二
付
、
乍
此
上
難

而

t
所
帯
方
難
渋
と
申
出
置
候
得
共
、

貸
銀
ネ
も
御
座
候

二
付
、

催
促

仕
、
金
子
謁
逹
次
第
御
請
可
仕
段
申
出
趣
、
親
類
伊
東
計
蔵
方
か
承
届
乞

‘‘̀̀ 

申
候
、
其
後
御
軍
役
方
か
鹿
児
嶋
問
屋
詰
山
之
内
甚
右
衛
門
・
山
下
筑
左

衛
門
に
御
用
被
仰
渡
、
筑
左
衛
門
罷
出
候
処
、
六
人
外
二
両
人
相
凋
名
前

申
出
侯
様
被
仰
付
、
其
節
野
村
伝
之
助
・
津
曲
仲
助
名
書
差
上
置
、
右
を

と
書
誤
申
越
候
二
付
、
仲
八
俵
そ
先
度
故
障
有
之
、
御
内
意
申
上
、
御
繰

替
被
仰
付
置
、
又
し
右
仲
八
名
前
申
出
候
儀
、
何
様
之
訳
二
而
候
哉
と
乍

得
共
、
取
晶
申
上
置
候
内

、

津
曲
清
蔵
•
野
村
伝
之
助
儀
そ
被
取
除
、
河

承
引
候
ハ
‘

、
屹
と
書
付
を
以
御
断
申
出
候
様
分
ケ
而
申
達
候
処
、
先
達

候
処
、

之
役
こ
か
名
前
取
調
被
申
出
候
二
付
、

当
所
二
而

t
違
変
之
取
計
不
相

調
、
免
角
御
請
仕
外
無
之
段
細
こ
甲
達
候
、
然
共
何
分
二
も
御
受
難
成
候

ニ
付
、
鹿
児
嶋
詰
居
之
役
t
に
差
越
訴
詔
申
出
度
段
申
出
候
二
付
、
任
其

意
置
候
処
、
右
仲
八
井
親
類
野
元
八
次
郎
列
立
出
府
仕
、
問
屋
詰
山
之
内

八
二
而

t
無
之
、
此
節
之
取
謁

t
兄
仲
助
名
前
申
出
置
、
其
通
被
仰
付
候

段
申
逹
候
処
、
何
様
之
故
障
キ
申
立
御
内
意
申
上
候
儀
、
相
分
り
不
申
候

俣
休
次
郎
・
日
高
弥
八
郎
•
吉
井
幸
之
助
・
伊
東
茄
早
太
・
日
高
佐
平
次

次
郎
罷
帰
り
申
出
候
て
、
御
地
頭
横
目
吉
井
次
三
右
衛
門
被
召
呼
、
今
通

内
訴
等
敷
申
出
候
而

t
埓
明
兼
、
役
こ
不
吟
味
之
訳
二
も
有
之
候
哉
、
此

上
｛
高
改
二
可
被
仰
付
と
之
御
趣
意
二
而
山
之
内
六
郎
次
に
代
り
被
仰
付

段
、
被
仰
達
趣
承
知
仕
、
其
段
六
郎
次
に
申
渡
候
処
、
御
受
仕
候
得
共
、

内
実

t
前
件
申
上
候
通
難
渋
二
有
之
、
路
銀
ネ
調
達
仕
候
儀
不
相
叶
、
私

手
当
人
数
調
方
二
付
、
所
役
と
不
行
届
段
、
御
地
頭
横
目
吉
井
次
三
右
衛

第
三
十
巻

成
、
以
御
証
文
被
仰
付
候
二
付
而
そ
、
内
訴
キ
一
切
取
揚
難
致
、
勿
論
仲

成、

甚
右
衛
門

・
山
下
筑
左
衛
門
方
に
内
意
申
出
候
処
、
最
早
夫
こ
御
届

二
相

近
代
所
帯
方
宜
、
碩
役
ネ
も
相
動
、
親
次
五
事
二
も
四
拾
五
六
歳
二
相



寅
正
月
十
一
日

廂
末
期
薩
摩
藩
に
お
け
る
ア
ジ
ー
ル
の
痕
跡

郷
士
年
寄

与
頭

門
に
被
仰
達
趣
、
委
細
承
知
仕
候
、
私
共
事

t
御
軍
役
座
か
被
仰
渡
候
御

趣
意
二
基
キ
調
方
仕
候
儀
行
届
不
申
候
二
付
而
そ
、
別
而
如
何
二
奉
存

候
、
就
中
山
之
内
甚
右
衛
門
儀

t
我
子
を
差
置
候
形
二
相
当
リ
、
分
ケ
而

•••••••••••••••••• 

残
多
奉
存
候
由
、
然
二
野
元
八
次
郎
・
津
間
仲
八
鹿
府
二
而
越
訴
キ
敷
申

•••••• 出
候
形
行
有
之
、
及
吹
聴
二
候
上

t
、
往
こ
御
急
事
御
手
当
キ
之
節
そ
人

撰
を
以
申
付
候
儀
も
難
計
、
其
節
人
こ
之
故
障
キ
申
立
候
様
成
立
候
而

t
、
御
不
都
合
二
疹
罷
成
可
申
候
、
猶
又
何
返
二
付
、
右
通
越
訴
ネ
敷
儀

（
括
ヵ
）

共
有
之
候
而

t
、
往
；
所
中
活
二
も
相
掛
、
不
可
然
事
御
座
候
二
付
、
一
先

郷
士
年
寄
不
残
参
上
仕
、
是
迄
吟
味
之
形
行
申
上
、
其
上
御
沙
汰
次
第
可

奉
畏
奉
存
、
惣
役
こ
差
寄
吟
味
仕
候
折
柄
、
野
元
八
次
郎
・
津
曲
仲
八
・
親

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

竜
右
衛
門
高
崇
寺
に
走
込
、
看
坊
召
抱
、
御
軍
役
御
手
当
之
儀
二
付
‘
於
鹿

•••••••••••••••••••••••••• 府
内
訴
仕
候
儀
、
今
更
驚
入
無
晶
法
至
極
奉
存
候
段
、
差
拍
申
出
趣
承
届

・

・

（

研

力

）

巾
候
、
此
節
之
儀
て
往
こ
不
活
二
相
成
某
二
而
御
座
候
間
、
右
両
人
何
様

••••••••••••••••••••• 

取
扱
仕
可
然
哉
、
サ
院
に
走
込
住
持
召
抱
候
も
の

t
何
扁
所
二
而
相
済
来

候
得
共
、
余
事
と

t
訳
も
相
替
、
御
大
切
成
儀
御
座
侯
二
付
、
奉
得
御
内

意
候
間
、
何
分
二
も
被
仰
渡
被
卜
度
此
段
御
伺
申
上
候
、
以
上

横
目

こ
れ
ら
の
史
料
を
通
じ
て
知
り
得
る
こ
と
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

御
地
頭
所
御
取
次

四

伊
集
院
甚
右
衛
門
殿

註

Ill

守
屋
舎
人
日
帳
に
つ
い
て
簡
単
に
は
拙
稿
、
近
世
日
本
雇
用
史

資
料
（
そ
の
四
）
（
経
済
学
研
究
第
二
十
八
巻
六
号
）
解
題
を
参

照
せ
よ
。

、
、
、

図
前
年
九
月
に
守
屋
舎
人
が
与
頭
（
御
場
預
・
唐
物
方
掛
・
藍
至

、
、
、

掛
•
前
田
村
部
下
り
方
掛
）
よ
り
郷
士
年
寄
助
（
御
場
預
・
唐
物

方
掛
・
科
銀
掛
・
引
負
銀
掛
・
御
庭
方
掛
・
御
鳥
掛
）
と
な
り

（
天
保
四
年
八
月
―
―
―
日
、
口
上
覚
）
跡
役
が
未
だ
な
か
っ
た
。
い

づ
れ
に
せ
よ
、
舎
人
は
「
御
場
預
」
と
し
て
直
接
の
担
当
者
で
あ

っ
た
。

③
寅
正
月
廿
一
日
の
日
付
で
御
地
頭
所
取
次
及
び
請
持
掛
御
郡
奉

行
宛
の
文
書
が
あ
り
、
殆
ん
ど
同
文
で
あ
る
°
此
の
文
書
に
は
横
目

に
守
屋
泰
造
、
郷
士
年
寄
に
守
屋
舎
人
が
見
え
て
お
り
、
泰
造
の

横
目
に
な
っ
た
の
は
弘
化
四
年
十
二
月
廿
八
日
よ
り
安
政
五
年
五

月
廿
日
で
あ
り
（
天
保
―
―
―
年
八
月
起
、
守
屋
家
略
系
図
、
守
屋
泰

造
家
文
書
）
、
当
時
舎
人
が
郷
士
年
寄
で
あ
っ
た
の
は
、
嘉
永
―
―
―
年

二
月
十
日
よ
り
安
政
五
年
九
月
廿
四
日
ま
で
で
あ
る
。
（
物
部
連

守
屋
家
系
図
、
明
治
四
十
四
年
写
、
守
屋
泰
三
家
文
書
）
従
っ
て

、、

泰
造
と
舎
人
が
同
時
に
夫
々
横
目
、
年
寄
で
あ
っ
た
寅
年
は
安
政

元
年
と
断
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

第一
1

一
十
巻
第
一
号

-
0八



器
末
期
薩
摩
藩
に
お
け
る
ア
ジ
ー
ル
の
痕
跡

宗
坊
津
一
乗
院
末
寺

『高
八
石

昌
林
寺
』
と
あ
り
、
明
和
八
年
（
一
七
じ
一
）
八
月
高
山
衆
中
高

極
帳
、
文
化
二
年
(
-
八

0
五
）
八
月
高
山
郷
士
高
完
帳
に
も
『
高
拾
弐
石

高
崇
寺
』
と
屍
え
る
。
「
薩
蔀
政
要
録
」
に
は
『
貞
言

ヽ
~6
 

高
崇
寺
一
高
拾
石
』

．

7
 

一
高
拾
弐
石
』
と
見

『
臨
済
家
志
布
志
大
慈
寺
末
寺

え
、
当
地
方
の
名
刹
で
あ
っ
た
。
そ
の
外
の
寺
院
も
前
掲
神
社
仏
閣
帳
お
よ

び
文
政
七
年
(
-
八
二
四
）
七
月
隅
州
肝
付
郎
高
山
由
緒
龍
方
帖
（
高
山
名

8
 

勝
志
）
に
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
と
に
日
新
院
は
島
津
忠
良
（
日
新
）
と
そ
の

お
な
み

女
阿
南
御
前
を
弔
う
も
の
で
正
月
四
日
の
御
仏
詣
・
六
月
十
―
―
-
R
の
御
弔
踊

ず

ろ

（
そ
の
夜
、
御
燈
遣
掛
）
、
旱
魃
の
際
の
雨
乞
祈
願
等
は

郷
の
電
要
な
行
市

日
日
林
寺
』
・
『
高
拾
石

高
山

摩
尼
山
五
大
院

昌
林
寺

高
山

第
一
号

1
0九

狩
猟
場
1
1
御
鹿
倉
）
近
辺
に
お
け
る
狩
方
・
鉄
砲
打
の
た
め
で
あ
り
、
5
の

は
史
料
1
は
散
し
銭
（
賽
銭
）
ひ
ろ
ひ
取

・
飲
食
、

2
.
3
は
御
場
（
藩

で
、
右
の
史
料
に
見
ゆ
る
所
の
不
謁
法
・
柳
止
（
聯
爾
ー
禽
相
・
粗
忽
の

込
ん
だ
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
の
う
ち
年
行
司
（
史
料
11)
ー
な
ど
あ
り
、
い
づ
れ
の
身
分
の
者
も
走

ま
づ
走
込
ま
れ
た
寺
院
は
普
通
高
崇
寺
（
史
料
1
.
4
.
7
ー

1
6
.
1
8
ー

23)
と
日
日
林
寺
（
史
料
2
.
3
.
5
.
6
.
2
0
)
で
、
こ
の
ほ
か
米
山
寺
．

日
新
院
・
長
能
寺
も
見
え
て
い
る
（
史
料
20)
。
い
づ
れ
も
高
山
郷
内
の
寺
院

で
、
高
崇
寺
は
真
言
宗
、
そ
の
外
は
す
べ
て
禅
宗
で
あ
る
。
こ
と
に
高
崇
寺
と

ノヽ

昌
林
寺
は
高
山
郷
の
党
政
三
年
（
一
七
九
一
）
四
月
神
社
仏
閣
帳
の
寺
院
二

十
几
ケ
所
の
う
ち
最
初
に
見
え
、
両
寺
の
み
そ
の
客
殿
は
『
右
御
免
地
二
而

2
 

御
物
御
造
立
、
御
検
者
付
御
修
甫
之
節
ハ
御
合
力
銀
被
成
下
候
』
と
あ
り
、
寛

3
 

永
十
七
年
（
一
六
四

0
)
高
山
衆
中
軍
役
板
写
に
も
『
高
十
石

高
崇
寺
』

た
め
現
在
は
存
在
し
な
い
が
ー
ー
わ
ず
か
に
日
新
院
の
み
は
竹
田
神
社
に
転

，
 

換
・
存
続
ー
ー
、
享
和
一
二
年
（
一
八
0
1
1
1
)

正
月
高
山
郷
惣
絵
図
に
よ
っ
て

走
込
の
者
は

「
寺
入
」
の
よ
う
に
武
士
身
分
に
限
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
郷

士
（
史
料
3
.
5
?
．
7
ー

9
.
1
2
.
1
6
.
1
8
.
2
0
.
2
1
.
2
3
)
、
そ
の
中
で

も
郡
見
廻
（
史
料
9
)
、
庄
屋
（
史
料
1
2
.
1
6
.
2
0
、
実
際
に
は
走
込
ま
な

か
っ
た
が
6
.
7
)
•取
払
（
会
計
掛
）
（
史
料1
8
)が
あ
り
、
こ
の
ほ
か
百

姓
（
史
料
2
.
6
.
1
2
.
1
4
.
1
5
.
2
0
)
|
|
こ
の
う
ち
名
主
（
史
料
1
2
.

20)
ー
や
野
町
人
（
史
料
1
.
4
.
1
0
.
1
1
.
1
3
.
1
7
.
1
9
.
2
2
)
|
1ー

走
込
み
は
い
づ
れ
も
軽
罪
の
者
が
差
相
（
謹
慎
）
の
意
味
で
な
し
た
も
の

意
）
の
文
言
が
、
そ
の
理
由
を
一
般
的
に
表
わ
す
で
あ
ろ
う
。
具
体
的
に

下
尾
山
籾
止
も
同
様
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

4
は
油
の
抜
売
で
、

10
も
恐
ら
く

第
三
十
巻

も
そ
の
所
在
地
を
た
し
か
め
得
る
の
で
あ
る
。

の
―
つ
で
尊
崇
を
受
け
た
寺
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
諸
寺
院
は
廃
仏
毀
釈
の



猫
末
期
薩
序
藩
に
お
け
る
ア
ジ
ー
ル
の
痕
跡

も

え

同
様
の
事
情
と
思
わ
れ
る
。
6
は
模
合
（
頼
母
子
）
に
加
わ
っ
た
農
民
が
そ

不
埒
の
考
あ
り
、
し
か
も
締
方
横
目
（
藩
の
郷
村
監
察
者
）
に
直
訴
が
ま
し

。

き
こ
と
を
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
い
る
。

7
は
溝
下
地
の
支
配
を
め
ぐ
っ

て
争
論
し
、
当
事
者
の
一
人
お
よ
び
庄
屋
に
不
調
法
あ
り
、
こ
と
に
当
事
者

の
一
人
が
地
方
検
者
に
直
訴
し
た
こ
と
が
大
き
な
理
由
と
な
っ
て
い
る
。

8

り
流
入
し
寺
請
証
文
等
の
無
き
も
の
か
。

9
は
郡
見
廻
の
会
計
不
正
で
役
儀

御
断
書
を
出
し
た
が
、
断
書
を
下
げ
走
込
ま
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

11
は

の
た
め
一
般
に
は
砂
持
の
夫
役
や
差
拍

野
町
人
の
完
口
事
（
意
味
不
明
）

（
謹
慎
）
を
申
付
け
た
が
年
行
司
に
は
走
込
み
を
申
付
け
た
も
の
で
あ
る
。

1
2
.
1
3
.
1
4
は
旅
人
取
締
の
不
備
、
旅
人
隠
置
の
た
め
で
あ
っ

た。

15
は
不

正
の
耕
作
、

16
は
前
述
せ
る
よ
う
に
夫
役
賦
課
の
不
調
法
、

17
は
明
確
で
な

い
が
鯨
骨
粕
買
入
を
め
ぐ
る
不
調
法
、

18
は
郷
の
帳
面
紛
失
の
た
め
で
あ
っ

た
。
21
は
高
利
貸
付
の
禁
制
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
な
し
た
た
め
で
あ

る。

23
は
藩
の
軍
役
座
よ
り
異
国
船
警
衛
用
心
の
た
め
高
山
郷
士
に
六
人
出

府
を
命
ぜ
ら
れ
、
そ
の
当
番
を
め
ぐ
っ
て
種
々
の
経
緯
が
あ
り
、
そ
の
一
人

が
親
類
の
者
と
共
に
鹿
児
島
に
お
い
て
内
訴
し
た
た
め
で
あ
っ
た
。

1
9
.
2
0

は
「
無
証
文
」
の
者
を
召
置
い
た
た
め
で
あ
る
_
|
l
無
証
文
と
は
他
地
方
よ

の
取
入
れ
の
銭
を
以
て
身
代
銭
（
郷
士
両
家
よ
り
借
用
）
を
支
払
う
べ
き
に

寺
へ
走
込
む
と
、
そ
の

者
は
住
持
に
「
召
抱
」
え
ら
れ
る
ー
—
ー
史
料
の
多

と
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

く
に
「
召
描
」
の
文
言
あ
り
。
も
っ
と
も
此
の
「
召
抱
」
は
単
に
名
目
的
な

も
の
で
あ
る
が
「
走
込
」
と
と
も
に
ア
ジ
ー
ル
の
痕
跡
を
最
も
如
実
に
示
す

へ
の
走
込
み
で
以
て
済
ま
せ
て
よ
い
か
否
か
を
地
頭
所
・
郡
奉
行
へ
伺
う
こ

23
の
ご
と
く

「
余
事
と
こ
訳
も
相
替
、
御
大
切
成
儀
」
の
場
合
は
果
し
て
寺

8
)
、
保
釈
中
に
走
込
ん
だ
こ
と
も
あ
っ
た
（
史
料
22)
。
し
た
が
っ
て
史
料

も
っ
と
も
寺
へ
走
込
む
か
、
或
は
単
に
平
の
差
拍
（
謹
慎
）
か
を
役
職
の

（
史
料
7
)
、
史
料
11
に
も
砂

持
の
夫
役
・
差
拍
を
命
ぜ
ら
れ
た
ほ
か
に
寺
へ
走
込
を
申
付
け
て
お
り
、
史

料
21
で
は
平
断
（
ヒ
ラ
コ
ト
ワ
リ
と
読
む
か
？
）
の
者
廿
五
人
、
寺
へ
走
込

間
で
吟
味
し
て
申
付
け
た
し

み
の
者
が
五
人
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
走
込
み
は
礼
方
の
後
に
郷
の
役
識
の

（
と
く
に
史
料
1
1
.
1
7
)
、
或
は
示
唆
な
り
暗

黙
の
諒
解
が
あ
っ
た
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。
そ
れ
は
減
刑
．
宥
免
が
予
想
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
町
役
人
（
史
料
4
.
1
3
.
1
8
.
1
9
)
・
庄
屋
・
在

役
（
名
主
）
・
親
類
・
与
中
（
史
料
6
.
1
5
.
2
2
)

等
が
引
受
け
召
列
れ
て

走
込
ま
せ
た
し
、

ま
た
「
自
身
Ii存
付
」
走
込
ん
だ
場
合
も
あ
り
（
史
料

間
で
論
議
し
て
い
る
こ
と
は
注
意
す
べ
き
で

22
は
そ
の
理
由
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

第
三
十
巻

第
一
号

―1
0
 



幕
末
期
薩
摩
藩
に
お
け
る
ア
ジ
ー
ル
の
痕
跡

以
上
断
片
的
な
史
料
を
組
み
合
わ
せ
て
考
察
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
今
後
な

は
科
仕
）
を
課
し
た
場
合
も
あ
る
。
な
お
出
寺
の
後
に
は
関
係
の
役
職
へ
礼

第
一
号

廻
り
を
し
た
（
史
料
5
.
1
9
)
。

て
吟
味
し
出
寺
を
申
付
け
る
場
合
も
あ
っ
た

（
史
料
1
.
2
)
。
科
銭
（
又

認
め
ら
れ
ず
、
走
込
・
召
掴
が
差
控

11謹
慎
の
―
つ
の
形
式
に
化
し
て
い
る
こ

と
は
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
藩
権
力
が
圧
倒
的
に
強
く
、
そ
の
前
に
は
寺
院

が
か
っ
て
保
持
し
た
権
威
も
極
度
に
限
定
せ
ら
れ
、
そ
の
た
め
戦
同
時
代
に

見
ら
れ
た
如
き
重
罪
人
・
逃
散
人
等
の
走
込
み
は
も
と
も
と
問
題
に
な
ら
ず
、

第
三
十
巻

一
致
す
る
ま
で
吟
味
が
な
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
（
史
料
3
)
。
役
職
が
集
っ

国
時
代
に
窺
っ
た
如
き
領
主
権
力
と
寺
院
と
の
悶
着
・
紛
糾
の
事
態
が
全
然

た
だ
幕
末
期
の
大
隅
高
山
郷
に
お
け
る
寺
へ
の
走
込
・
召
抱
を
見
る
時
、
戦

料
7
)
を
得
て
郷
士
年
寄
に
帰
り
、
は
じ
め
て
宥
免
さ
れ
出
寺
を
許
さ
れ
る

の
事
情
を
知
る
史
料
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

文
言
と
云
え
よ
う
。
寺
か
ら
は
召
抱
の
後
に
使
僧
人
（
ふ
つ
う
郷
士
二
人
）

を
郷
士
年
寄
（
郷
士
年
寄
助
を
含
む
)
|
ー
＇
月
番
郷
士
年
寄
又
は
事
件
関
係

あ
り
、
ふ
つ
う
所
謂
「
所
三
役
」
と
地
頭
横
目
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
る
。
〔
も

そ
の
後
最
初
の
郷
士
年
寄
よ
り
「
此
節
こ
致
宥
免
候
而
そ
如
何
可
有
之
哉
」

と
の
相
談
書
を
認
め
、
使
僧
人
は
之
を
も
っ
て
前
記
の
役
識
を
廻
り
、
各
人

の
「
存
寄
無
之
」
の
返
答
（
書
記
す
場
合
も
、
口
達
の
場
合
も
あ
っ
た
。
史

も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
役
職
の
間
に
「
存
寄
之
儀
有
之
」
場
合
は
意
見
が

見
廻
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
藩
の
御
場
関
係
の
事
件
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
〕
。

っ
と
も
史
料
3
で
は
御
場
預
郷
士
年
寄
・
御
場
預
横
目
・
野
廻
・
御
場
預
郡

史
料
9
に
も
「
同
役
中

(11郷
士
年
寄
）
井
与
頭
・
横
目
・
地
頭
横
目
」
と

郷
の
役
職
の
間
を
廻
る
の
で
あ
る
。
史
料
8
に
よ
れ
ば
「
地
頭
柚
目
以
上
」
、

の
掛
郷
士
年
寄
—
ー
に
遣
わ
し
、
走
込
み
・
召
抱
の
旨
を
申
出
で
、
さ
ら
に

お
此
の
種
の
史
料
は
発
見
さ
れ
よ
う
し
、
ま
た
古
老
の
伝
承
も
聞
く
こ
と
が

2
 

出
来
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
全
国
的
に
見
て
も
か
か
る
慣
行
の
存
続
は

特
異
な
も
の
の
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。
伊
東
多
一
盃
一
郎
氏
は
僧
侶
の
請
謝
が
近

世
で
は
広
く
行
わ
れ
た
こ
と
、
国
法
上
の
犯
過
人
の
走
入
を
寺
中
で
庇
護
す

る
行
為
は
幕
器
権
力
の
確
立
過
程
で
禁
止
さ
れ
た
が
、
国
法
上
の
犯
過
で
な

い
者
の
走
入
は
初
期
の
頃
に
は
少
な
く
な
か
っ
た
に
迩
い
な
い
と
考
え
ら
れ

8
 

ー

て
い
ら
れ
る
。
し
か
し
「
庶
民
の
走
入
の
事
例
は
民
衆
生
活
史
上
興
味
深

jヽ4
 

い
が
、
未
だ
史
料
の
上
で
は
見
当
ら
な
い
」
と
も
云
わ
れ
て
い
る
。
薩
摩
藩
で

戦
国
時
代
の
寺
院
ア
ジ
ー
ル
が
い
か
に
変
容
・
変
質
の
過
程
を
辿
っ
た
の

か
。
そ
れ
ら
は
相
当
に
興
味
あ
る
問
題
で
あ
る
が
、
今
の
所
何
と
も
そ
の
間

は
何
故
か
か
る
形
で
ア
ジ
ー
ル
の
痕
跡
を
と
ど
め
得
た
か
。
さ
き
に
窺
っ
た



的
史
料
の
中
に
も
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。

僅
か
に
怪
罪
の
者
が
「
寺
院
に
走
込
、
住
持
召
泡
候
も
の

t
、
何
扁
所
二
而

相
済
来
候
…
」
（
史
料
23)
慣
行
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
領
主
権
力
は

寺
院
ア
ジ
ー
ル
を
否
定
し
た
が
、
地
方
に
よ
っ
て
は
徹
底
的
に
否
定
せ
ず
、

変
質

(11無
力
化
）
・
存
続
せ
し
め
つ
つ
利
用
し
て
い
た
と
も
云
え
よ
う
。

領
主
権
力
と
宗
教
的
権
威
と
の
対
抗
・
妥
協
・
圧
伏
の
歴
史
を
こ
れ
ら
断
片

註
山
高
山
町
所
蔵
。

②
神
社
仏
閣
帳
。
天
保
八
年
十
一
月
末
に
は
御
使
番
寺
社
方
御
内

用
掛
が
高
崇
寺
・
昌
林
寺
修
甫
見
分
の
た
め
、
嘉
永
三
年
九
月
末

に
は
寺
社
方
取
次
・
書
役
・
大
工
等
が
高
崇
寺
修
甫
見
賦
．
昌
林

寺
新
造
庵
見
賦
の
た
め
高
山
に
来
た
（
守
屋
舎
人
日
帳
）
。

閻
高
山
町
、
二
階
堂
進
家
文
書
。

山
固
同
、
守
屋
雄
次
郎
家
文
香
。

⑥
鹿
児
島
県
史
料
由
薩
藩
政
要
録
一
一
八
頁
。

m
同
右
、
三
一
頁
。
な
お
両
寺
の
ほ
か
瑞
光
寺
も
格
式
あ
る
寺
院

で
（
高
弐
拾
名
、
同
右
二
四
頁
）
、
守
尻
舎
人
日
帳
、
天
保
三
年

辰
四
月
廿
七
日
に
は
『
瑞
光
寺
・
昌
林
寺
・
高
崇
寺
罷
出
、
三
位

様
御
年
賀
之
御
祝
儀
被
申
上
侯
事
』
と
あ
る
。
瑞
光
寺
へ
の
走
込

み
も
考
え
得
る
が
史
料
は
未
見
。

⑧
高
山
町
所
蔵
（
鹿
児
島
県
立
図
書
館
に
も
写
本
あ
り
）
。

⑨
高
山
町
所
蔵
。

皿
原
口
虎
雄
、
薩
藩
郷
士
生
活
の
経
済
的
基
礎
（
宮
本
叉
次
編
、
九

州
経
済
史
研
究
所
収
）
ニ
ニ
四
頁
参
照
。

幕
末
期
薩
限
藩
に
お
け
る
ア
ジ
ー
ル
の
痕
跡

町
の
多
く
の
方
々
に
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

い
。
ま
た
日
頃
調
査
・
研
究
に
あ
た
っ
て
御
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
高
山

図
書
館
本
を
利
用
し
た
。
所
蔵
者
各
位
に
紙
上
を
か
り
て
御
礼
申
上
げ
た

二
階
堂
進
氏
所
蔵
文
害
を
利
用
し
、
ま
た
種
子
島
家
譜
は
鹿
児
島
県
立

小
稿
に
は
高
山
町
役
場
・
守
屋
雄
次
郎
氏
・
守
屋
泰
造
氏
・
守
屋
泰
―
―
―
氏

の
で
、
文
部
省
科
学
研
究
践
に
よ
る
研
究
の
一
部
で
あ
る
。

小
稿
は
筆
者
が
年
来
行
っ
て
い
る
大
隅
農
村
史
研
究
の
一
環
を
な
す
も

〔
後
記
〕

第
三
十
巻

仰
鹿
児
島
県
史
第
一
一
巻
、
五
七
九
•
五
八
一
ー
ニ
頁
参
照
。
川
辺

村
郷
土
誌
、
一
九
四
頁
・
一
九
七
頁
参
照
。

⑫
も
っ
と
も
薩
摩
藩
で
は
廃
仏
毀
釈
が
徹
底
的
に
行
わ
れ
た
よ
う

で
、
寺
院
に
関
す
る
伝
承
は
乏
し
く
、
不
確
実
で
あ
る
。

⑬
伊
東
多
―
―
一
郎
、
近
世
に
お
け
る
政
治
権
力
と
宗
教
的
権
威
（
同

編
、
国
民
生
活
史
研
究

4
)

第
二
節
一
、
犯
罪
人
亡
命
者
庇
護

権
、
と
く
に
四
四
ニ
ー
―
―
―
頁
参
照
。

⑭
同
右
、
四
四
一
三
一
頁
。
そ
の
後
、
教
授
よ
り
私
信
で
福
島
地
方
の

村
々
に
は
軽
罪
人
が
寺
に
走
入
っ
て
宥
免
を
受
け
る
事
例
を
見
出

さ
れ
た
こ
と
を
教
え
ら
れ
た
。

第
一
号



第
六
条

第
七
条

第
八
条

第
九
条

第
五
条

第
四
条

第
一
条

第
二
条

第
三
条

本
学
会
は
九
州
大
学
経
済
学
会
と
い
う

本
会
は
経
済
学
の
研
究
及
び
発
表
を
目
的
と
す
る

本
会
は
左
の
事
業
を
行
う

一
雑
誌
「
経
済
学
研
究
」
の
発
行
（
年
六
回
）

一
研
究
会
及
び
講
演
会
の
随
時
開
催

一

其

他
評
議
員
会
が
適
当
と
認
め
た
事
業

本
会
は
左
の
者
を
以
て
組
織
す
る

一

名

誉
会
員

一

特

別
会
員
九
州
大
学
経
済
学
部
教
授

・
助
教
授

・
講
師

一
普
通
会
員
以
上
の
外
申
込
の
あ
っ
た
者

本
会
に
左
の
機
関
を
置
く

一

会

長

評

議

員

の

な

か

か

ら
互
選
す
る

一
評
議
員
特
別
会
員
を
以
て
充
て
る

一
雑
誌
編
纂
．
庶
務
・
会
計
委
員
評
議
員
会
に
於
て
互
選
す
る

一

書

記

会
員
は
会
費
と
し
て
年
一

、
0
0
0円
を
納
入
す
る
も
の

と
す
る

会
員
は
雑
誌

「
経
済
学
研
究
」
の
配
布
を
受
け
る

本
会
則
の
改
正
及
び
変
更
は
評
議
員
会
の
決
議
に
依
る

本
会
の
事
務
所
を
九
州
大
学
経
済
学
部
事
務
室
に
置
く

九

悧

大

学

経

済

学

会

会

則




